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               Benjamin Joseph Sandahl 



 
 

 

あ

ら

す

じ

 

  

仲

神

修

司

は

武

陽

高

校

の

３

年

生

た

が

、

父

親

の

仕

事

の

関

係

で

母

親

も

海

外

に

帯

同

し

て

い

て

一

人

暮

ら

し

を

し

て

い

る

。

 

 

ほ

と

ん

ど

学

校

へ

行

っ

て

い

な

い

修

司

に

担

任

の

税

所

か

ら

連

絡

が

入

る

。

病

気

で

２

年

生

の

と

き

に

学

校

を

辞

め

た

山

城

卓

也

が

入

院

し

た

と

い

う

。
 

「

こ

れ

が

最

後

の

入

院

に

な

る

だ

ろ

う

」

 

 

卓

也

を

見

舞

う

修

司

。
卓

也

は

富

士

山

の

写

真

集

を

見

て

い

る

。 

卓

也

は

富

士

山

を

見

た

こ

と

が

な

い

と

言

う

。

 

 

修

司

は

身

の

周

り

の

物

を

処

分

し

て

お

金

を

つ

く

り

、

卓

也

の

入

院

す

る

病

院

に

向

か

う

。

 

 

修

司

は

卓

也

を

誘

い

、

オ

ン

ボ

ロ

の

ラ

ス

タ

ウ

ル

フ

と

名

付

け

ら

れ

た

車

で

富

士

山

へ

の

修

学

旅

行

へ

と

出

か

け

て

い

く

。

 



 
 

 

人 

物 

 

仲

神 

修

司
(
1

8

・2
0

)
 

武

陽

高

等

学

校

生

徒 

母

親

(
4

3

・4
5

)
 

修

司

の

母

親 

山

城 

卓

也

(
1

7
)
 

武

陽

高

等

学

校

元

生

徒

 

山

城 

礼

子

(
3

9
)
 

卓

也

の

母

親 

税

所 

和

郎

(
3

5
)
 

武

陽

高

等

学

校

教

師

 

 
 

 

美

紀

子

(
2

9
)
 

税

所

の

妻 

親

父

さ

ん

(
4

6
)  

中

華

『

栄

華

』

店

主
 

お

か

み

さ

ん

(
4

5
)
 

親

父

さ

ん

の

妻 

佐

竹 

義

直

(
3

2
)
 

陽

高

等

学

校

教

師

 

矢

羽 

健

吾

(
2

0
)
 

修

司

の

先

輩 

奈

央

子

(
2

4
)
 

ス

ナ

ッ

ク

『

水

族

館

』

の

ホ

ス

テ

ス

 

親

父

さ

ん

（

4 8
） 

中

華

『

栄

華

』

店

主

 

お

か

み

さ

ん

（

4 5
） 

親

父

さ

ん

の

妻 

 

井

本

(
1

7
)
 

武

陽

高

等

学

校

３

年

生 

客

(
5

5
)
 

 

ス

ナ

ッ

ク

『

水

族

館

』

の

常

連

客 

店

長

(
3

8
)
 

 

バ

イ

ク

シ

ョ

ッ

プ

『F
i
r

e
 W

h
e

e
l
s

』

店

長 

不

動

産

屋

(
5

4
)  

 

中

丸

不

動

産

店

主

 

受

付

嬢

① 

菅

沼

厚

生

病

院

受

付

嬢 

受

付

嬢

② 

北

武

医

大

病

院

受

付

嬢 

親

父

さ

ん

（

4 8
） 

中

華

『

栄

華

』

店

主

 

お

か

み

さ

ん

（

4 5
） 

親

父

さ

ん

の

妻 

教

師

Ａ

 

教

師

Ｂ

 

男

教

師

 

女

教

師

Ａ 

女

教

師

Ｂ 

観

光

客
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○

仲

神

家

・

修

司

の

部

屋

（

朝

）

 

 
 

 

レ

ー

ス

の

カ

ー

テ

ン

越

し

に

射

し

込

む

陽

光

。 

寝

起

き

の

ま

ま

の

乱

れ

た

ベ

ッ

ド

。

 

 
 

 
雑

然

と

本

が

散

乱

し

て

い

る

勉

強

机

。

 
ベ

ッ

ド

と

机

の

上

以

外

は

整

然

と

し

て

い

る

。 

 
 

 

バ

タ

ン

と

部

屋

の

ド

ア

が

閉

ま

る

音

に

続

き

、 

 
 

 

足

早

に

階

段

を

下

り

る

音

。

 

階

下

よ

り

聞

こ

え

て

く

る

仲

神

修

司

(
2

0
)

と

 

母

親

(
4

5
)

の

会

話

。

 

修

司

の

声

「

行

っ

て

く

る

」
 

母

親

の

声

「

朝

ご

は

ん

は

？

」
 

修

司

の

声

「

い

ら

ね

ぇ

」

 

母

親

の

声
「

お

母

さ

ん

が

丹

精

込

め

て

作

っ

た

朝

ご

は

 

 

ん

を

食

べ

て

か

な

い

。

ほ

ぅ

、

な

か

な

か

い

い

度

胸

 

し

て

る

じ

ゃ

な

い

の

」

 

修

司

の

声

「

わ

か

っ

た

よ

。

食

っ

て

く

よ

」
 

 
 

 

窓

外

か

ら

の

風

に

緩

や

か

に

な

び

く

レ

ー

ス

 

の

カ

ー

テ

ン

。

 

 

○

税

所

家

・

居

間

（

夜

）

 

 
 

 

照

明

の

消

え

た

薄

闇

の

中

、
ス

マ

ホ

で

電

話

を

し

て

い

る

税

所

和

郎

(
3

5
)

。

 

税

所

「

 
 

わ

か

り

ま

し

た

。

仲

神

に

は

私

か

ら

。

…

 

 

…

は

い

、

そ

れ

で

は

（

電

話

を

切

る

）
」

 

 

居

間

の

入

口

に

立

ち

照

明

を

点

け

る

妻

の

税

 

 

所

美

紀

子

(
2

9
)

。

 

美

紀

子

「

照

明

く

ら

い

つ

け

た

ら

い

い

の

に

」

 

税

所

「

ん

! ? 

あ

ぁ

」

 

美

紀

子

「

大

事

な

話

？

」

 

税

所

「

 
 

い

や

」

 



 2 

美

紀

子

「
（

微

笑

み

）

そ

う

」

 
税

所

「

澪

は

？

」

 

美

紀

子

「

寝

た

わ

」

 

税

所

「

そ

う

か

」

 

 

○

中

華

『

栄

華

』
・

店

内

（

夜

）

 

 
 

 

ほ

ぼ

満

席

の

店

内

 
 

。

 

 
 

 

カ

ウ

ン

タ

ー

の

奥

の

厨

房

で

調

理

を

す

る

親

 

父

さ

ん

(
4

6
)

と

お

か

み

さ

ん

(
4

5
)

。

 

 
 

 

空

い

た

席

の

皿

を

片

付

け

て

い

る

仲

神

修

司

 

(
1

8
)

。

 
 

 
 

客

Ａ

「

修

ち

ゃ

ん

、

ビ

ー

ル

」

 

修

司

「

ビ

ー

ル

一

丁

」

 

お

か

み

さ

ん

「

あ

い

よ

ぉ

」

 

親

父

さ

ん

「

レ

バ

ニ

ラ

あ

が

っ

た

よ

ぉ

」
 

客

Ｂ

「

修

ち

ゃ

ん

、

味

噌

と

餃

子

ね

」

 

修

司

「

味

噌

に

餃

子

ぁ

」

 

お

か

み

さ

ん

「

あ

い

よ

ぉ

」

 

 
 

 
 

○

税

所

家

・

居

間

（

夜

）

 

 
 

 

ソ

フ

ァ

ー

に

腰

掛

け

グ

ラ

ス

を

か

た

む

け

て

 

い

る

税

所

と

美

紀

子

。

 

 
 

 

急

に

飛

ん

で

い

た

蚊

を

叩

く

美

紀

子

。

 

美

紀

子

「
（

掌

を

見

て

）

ま

だ

い

る

の

ね

」

 

税

所

「
（

美

紀

子

の

掌

を

見

て

）

痛

か

っ

た

か

な

？

」

 

美

紀

子

「

私

の

手

？

」

 

税

所

「

蚊

だ

よ

。

元

気

に

飛

ん

で

い

た

の

に

、

突

然

叩

か

れ

て

潰

さ

れ

た

わ

け

だ

。

叩

か

れ

た

瞬

間

、

苦

痛

を

感

じ

た

か

な

？

」

 

美

紀

子

「

 
 

そ

う

ね

、

あ

の

蚊

は

今

、

運

命

と

か

神
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の

存

在

を

感

じ

て

い

る

と

思

う

わ

」

 
税

所

「

神

の

存

在

？

」

 

美

紀

子

「

あ

の

蚊

が

こ

の

広

い

地

球

上

で

よ

、

反

射

神

経

の

ト

ロ

さ

で

は

ギ

ネ

ス

級

の

私

の

前

を

飛

ぶ

確

率

な

ん

て

、

限

り

な

く

０

に

近

い

の

よ

」

 

税

所

「

…

…

」
 

美

紀

子
「

未

だ

に

生

き

て

い

ら

れ

る

自

分

の

運

の

良

さ

 

を

神

に

感

謝

し

て

い

る

は

ず

だ

わ

」

 

税

所

「

獲

れ

な

か

っ

た

の

か

？

」

 

美

紀

子

「
（

微

笑

む

）

 
 

」
 

税

所

「

運

命

ね

ぇ

…

…

」

 

 
 

 

税

所

、

グ

ラ

ス

を

か

た

む

け

る

。

 

 

○

中

華

『

栄

華

』
・

店

内

（

深

夜

）

 

 
 

 

閉

店

後

の

店

内

 
 

。

 

 
 

 

テ

ー

ブ

ル

の

上

に

イ

ス

が

片

付

け

ら

れ

て

い

 

る

。

 

厨

房

を

片

付

け

る

親

父

さ

ん

と

お

か

み

さ

ん

。 

 
 

 

カ

ウ

ン

タ

ー

に

座

る

修

司

の

前

に

置

か

れ

た
 

 
 

 

コ

ー

ン

山

盛

り

の

大

盛

ラ

ー

メ

ン

。

 

親

父

さ

ん

「

飯

が

よ

、

ち

ょ

う

ど

最

後

の

客

で

な

く

な

 

 

っ

ち

ま

っ

て

な

」

 

お

か

み

さ

ん
「

チ

ャ

ー

シ

ュ

ー

も

メ

ン

マ

も

終

わ

っ

ち

 

 

ゃ

た

ん

だ

よ

ぉ

、

ご

め

ん

ね

ぇ

」

 

修

司
「

俺

、
コ

ー

ン

好

き

っ

ス

か

ら

。
い

た

だ

き

ま

す

」

 

 
 

 

と

、

ラ

ー

メ

ン

を

食

べ

始

め

る

。

 

 

○

 

同

・

表

（

深

夜

）

 

暖

簾

は

下

ろ

さ

れ

て

い

る

。

 

店

内

か

ら

修

司

が

出

て

き

て

、
店

の

脇

に

止

め

 



 4 

て

あ

っ

た

バ

イ

ク

に

跨

り

エ

ン

ジ

ン

を

か

け

 

る

。

 

 

○

繁

華

街

（

深

夜

）

 

 
 

 

走

り

抜

け

て

い

く

修

司

の

乗

る

バ

イ

ク

。

 

  
 

 

タ

イ

ト

ル
 

 
 

 

『

天

国

へ

の

階

段

 

 
 

 
 

 
S

t
a

i
r

w
a

y
 

t
o

 
H

e
a

v
e

n
 

 
 

』

 

 

○

修

司

の

住

む

マ

ン

シ

ョ

ン

・

修

司

の

部

屋

（

深

夜

） 

 
 

 

テ

ー

ブ

ル

の

上

に

散

ら

か

る

雑

誌

や

カ

ッ

プ

 

麺

、

菓

子

等

の

食

べ

残

し

。
 

床

に

脱

ぎ

棄

て

ら

れ

た

洋

服

等
 

 

。

 

 
 

 

ス

マ

ホ

を

テ

ー

ブ

ル

に

置

き

、
服

を

脱

ぎ

始

め

 

る

修

司

。

 

ス

マ

ホ

（

ス

カ

イ

プ

の

着

信

音

）

が

鳴

る

。

 

 
 

 

ス

マ

ホ

の

画

面

を

見

る

修

司

。

 

 
 

 

ス

マ

ホ

画

面

の

発

信

者

の

名

は

「

バ

バ

ア

」

で
 

あ

る

。

 

苦

虫

を

噛

み

潰

し

た

よ

う

な

表

情

の

修

司

を

。 

し

ば

ら

く

鳴

り

続

け

て

い

た

ス

マ

ホ

が

鳴

り

 

止

む

。

 

再

び

な

り

始

め

る

ス

マ

ホ

。

 

 
 

 

溜

息

一

つ

。

ス

マ

ホ

に

出

る

修

司

。

 

母

親

(
4

3
)

の

声

「

母

親

か

ら

の

電

話

を

無

視

す

る

な

ん

 

て

、

い

い

度

胸

し

て

る

じ

ゃ

な

い

の

」

 

修

司

「

着

替

え

て

た

ん

だ

よ

」

 

母

親

の

声

「

学

校

へ

行

っ

て

な

い

そ

う

ね

」

 

修

司

「

…

…

」
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母

親

の

声

「

お

父

さ

ん

の

仕

事

が

一

段

落

し

た

ら

、

お

 

 
母

さ

ん

だ

け

で

も

日

本

に

帰

る

か

ら

。
そ

れ

ま

で

親

 

 

に

心

配

を

掛

け

な

い

で

ち

ょ

う

だ

い

」

 

修

司

「

…

…

」

 

母

親

の

声

「

返

事

は

？

」

 

修

司

「

わ

か

っ

た

よ

」

 

母

親

の

声

「

ち

ゃ

ん

と

食

べ

て

る

？

」

 

修

司

「

あ

ぁ

」

 

母

親

の

声
「

肉

ば

か

り

じ

ゃ

な

く

野

菜

も

食

べ

る

こ

と

」 

修

司

「

食

っ

て

る

よ

」

 

母

親

の

声
「

お

願

い

だ

か

ら

学

校

へ

は

ち

ゃ

ん

と

行

っ

 

て

よ

ね

」

 

修

司

「

わ

か

っ

て

る

っ

て

」

 

母

親

の

声

「

そ

れ

か

ら

 
 

」

 

修

司
「

お

、
凄

ぇ

音

が

し

た

。
雷

が

落

ち

た

み

て

ぇ

だ

。

 

あ

、

電

気

が

消

え

た

。

停

電

だ

！

」

 

 
 

と

、

通

話

を

切

る

。

 

 
 

 

パ

ン

ツ

一

枚

の

姿

で

冷

蔵

庫

か

ら

飲

み

物

を
 

取

り

出

し

て

飲

む

修

司

。

 

L
I

N
E

の

着

信

音

。

 

修

司

、
「

バ

バ

ア

」

か

ら

の

L
I

N
E

を

開

く

。

 

以

下

の

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

画

面

を

。

 

『

ス

マ

ホ

は

充

電

池

で

動

く

の

。
停

電

し

た

か

 

ら

っ

て

切

れ

る

か

。

バ

ー

カ

』

 

 
 

 

ス

マ

ホ

を

ベ

ッ

ド

に

放

り

投

げ

、
飲

み

物

を

飲

 

む

修

司

。

 

ス

マ

ホ

の

着

信

音

が

鳴

る

。

 

舌

打

ち

を

し

、

電

話

に

出

る

修

司

。

 

修

司

「

わ

か

っ

た

っ

て

、

学

校

へ

は

行

く

っ

て

」

 

税

所

の

声

「

ホ

ン

ト

だ

な

」
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修

司

「

え

? ! 

誰

？

」

 
税

所

の

声

「

お

ま

え

の

担

任

、

税

所

だ

」

 

修

司

「
 

 

何

の

用

だ

よ

」

 

税

所

の

声

「

お

母

さ

ん

か

ら

電

話

が

あ

っ

た

ろ

。

チ

ク

 

っ

た

の

は

俺

だ

」

 

修

司

「

て

め

ぇ
 

 

」

 

税

所

の

声

「

学

校

へ

来

な

い

お

ま

え

が

悪

い

」

 

通

話

を

切

ろ

う

と

す

る

修

司

。

 

税

所

の

声
「

実

は

山

城

の

こ

と

で

話

し

た

い

こ

と

が

あ

 

る

」

 

修

司

、

動

き

を

止

め

る

。

 

税

所

の

声

「

明

日

は

ど

う

だ

。

学

校

が

嫌

な

ら

他

の

場

 

所

で

も

い

い

ぞ

。
連

絡

を

く

れ

。
待

っ

て

る

か

ら

な

」 

 
 

 

電

話

が

切

れ

る

。

 

修

司

「

…

…

」

 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

 

窓

か

ら

射

し

込

む

朝

の

陽

光

。

 

 
 

 

パ

ン

ツ

一

枚

で

寝

て

い

た

修

司

が

枕

元

の

ス
 

マ

ホ

を

取

り

時

間

を

確

認

す

る

。

 

 
 

 

上

体

を

起

こ

し

電

話

を

か

け

る

。

 

修

司
「

 
 

あ

、
お

は

よ

っ

ス

、
仲

神

ス

。
山

本

さ

ん

、

今

日

、

オ

レ

、

昼

番

な

ん

ス

け

ど

、

代

わ

っ

て

も

ら

え

な

い

ス

か

？

 

…

…

…

…

ほ

ん

と

ス

か

？

 

よ

か

っ

た

。
じ

ゃ

あ

頼

ん

ま

す

。
…

…

…

…

あ

、
い

や

、

た

い

し

た

こ

と

は

な

い

ん

ス

け

ど

…

…

」

 

自

分

の

パ

ン

ツ

の

中

を

覗

き

な

が

ら

、

 

修

司

「

腰

の

前

あ

た

り

な

ん

ス

け

ど

、

皮

が

ベ

ロ

ン

と

 

 

剥

け

ち

ゃ

っ

て

、

腫

れ

が

ひ

ど

く

て

」

 

 

○

武

陽

高

等

学

校

・

校

門

 



 7 

 
 

 

ス

マ

ホ

の

着

信

音

。

 

 
 

 

ス

マ

ホ

で

話

し

な

が

ら

入

っ

て

い

く

修

司

。

 

修

司

「

も

し

も

し

、

な

ん

だ

、

健

吾

か

 
 

」

 

 

○

同

・

校

庭
 

 
 

 

体

育

の

授

業

を

指

導

し

て

い

る

佐

竹

義

直

 

（

3
2

）

教

諭

。

 

そ

の

横

を

ス

マ

ホ

で

話

し

な

が

ら

横

切

る

修

 

司

。

 
 

 

修

司

「

見

つ

か

っ

た

? ! 
ホ

ン

ト

か

よ

、

ち

ゃ

ん

と

動

く

ん

だ

ろ

う

な

？

」

 

佐

竹

「

仲

神

…

…

」

 

修

司

「

わ

か

っ

た

、

用

が

済

ん

だ

ら

行

く

わ

。

あ

ぁ

、 

 

じ

ゃ

あ

な

（

通

話

を

切

る

）
」

 

佐

竹

「
（

語

気

荒

く

）

仲

神

！

」

 

修

司

「
（

立

ち

止

ま

り

、

佐

竹

を

見

る

）

 
 

」

 

佐

竹

「

学

校

に

何

の

用

だ

？

」

 

修

司

「

…

…

」

 

佐

竹
「

退

学

す

る

決

心

が

つ

い

て

荷

物

で

も

取

り

に

来
 

た

か

？

」

 

修

司

「

…

…

」

 

佐

竹

「

勉

強

す

る

気

が

な

い

な

ら

、

学

校

な

ん

て

と

っ

 

と

と

辞

め

ち

ま

え

。
ク

ソ

は

ク

ソ

ら

し

く

生

き

た

方

 

が

楽

だ

ぞ

」

 

修

司

、

佐

竹

を

無

視

し

、

校

舎

に

向

か

っ

て

歩

 

き

出

す

。

 

 

○

同

・

職

員

室

前

の

廊

下

 

 
 

 

歩

き

来

た

修

司

が

職

員

室

の

ド

ア

を

開

け

る

。 

職

員

室

を

見

回

す

修

司

。
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が

、

職

員

室

に

は

誰

も

い

な

い

。

 

 

○

同

・

屋

上

 

 
 

 
フ

ェ

ン

ス

に

も

た

れ

、
弁

当

を

食

べ

て

い

る

修

 
司

、
顔

を

傾

け

校

庭

の

体

育

の

授

業

に

目

を

や

 

る

。

 

 

○

回

想

・

武

陽

高

等

学

校

・

校

庭

 

 
 

 

修

司

に

意

見

す

る

佐

竹

。

 

佐

竹

「

勉

強

す

る

気

が

な

い

な

ら

、

学

校

な

ん

て

と

っ

 

と

と

辞

め

ち

ま

え

。
ク

ソ

は

ク

ソ

ら

し

く

生

き

た

方

 

が

楽

だ

ぞ

」

 

 
 

 

回

想

終

わ

り

。

 

 

○

武

陽

高

等

学

校

・

屋

上

 

 
 

 

フ

ェ

ン

ス

に

も

た

れ

、
弁

当

を

食

て

い

た

修

司

、 

食

べ

終

え

た

空

の

弁

当

箱

に

箸

を

放

り

入

れ

 

る

。

 

修

司

「

ク

ソ

ね

ぇ

…

…

」

 

 

○

同

・

３

年

Ａ

組

 

 
 

 

英

語

の

授

業

中

 
 

。

 

 
 

 

教

壇

に

立

つ

税

所

。

 

税

所

「

よ

し

、

井

本

、

続

け

て

読

ん

で

み

ろ

」

 

立

ち

上

が

り

、

教

科

書

を

読

む

井

本

(
1

7
)

。

 

（

窓

外

の

）
校

庭

を

横

切

り

去

っ

て

行

く

修

司

 

に

気

付

く

税

所

。

 

 

○

同

・

校

舎

 

 
 

 

終

業

の

チ

ャ

イ

ム

 
 

。

 



 9 

○
 

同

・

職

員

室

 

 
 

 

昼

休

み

 
 

。

 

佐

竹

「
（

絶

叫

）

う

わ

あ

ぁ

ぁ

ぁ

ぁ

ぁ

! !
」

 

 
 

 
自

分

の

机

か

ら

飛

び

上

が

る

よ

う

に

立

ち

上

 
が

る

佐

竹

。

 

 
 

 

食

事

を

中

断

し

佐

竹

に

注

目

す

る

先

生

方

。

 

教

師

Ａ

「

ど

う

し

ま

し

た

? !
」

 

教

師

Ｂ

「

何

が

あ

っ

た

ん

で

す

か

、

佐

竹

先

生

？

」

 

 
 

 

佐

竹

の

周

囲

に

集

ま

る

先

生

方

。
税

所

も

そ

の

 

中

に

い

る

。

 

 
 

 

机

に

置

か

れ

た

弁

当

箱

を

指

差

し

、

 

佐

竹

「

俺

の

弁

当

箱

の

中

に

? !
」

 

一

同

「
（

驚

き

）

! !
」

 

男

教

師

Ａ

「
（

隣

の

税

所

に

小

声

で

）

立

派

で

す

ね

」

 

税

所

「
（

小

声

で

）

ま

る

で

鬼

の

金

棒

で

す

な

」

 
 

佐

竹

「
（

怒

り

）

だ

、

誰

が

 
 

」

 

女

教

師

Ａ

「
（

怒

り

調

子

で

）

佐

竹

先

生

、

早

く

片

付

 

け

て

く

だ

さ

い

！

」

 

 
 

窓

を

開

け

放

ち

な

が

ら

、

 

女

教

師

Ｂ

「

ま

っ

た

く

ぅ

、

食

事

中

で

す

よ

」

 

佐

竹

「

そ

、

そ

ん

な

こ

と

言

っ

た

っ

て

 
 

」

 

女

教

師

Ａ
「
（

怒

り

）
早

く

蓋

を

閉

じ

て

く

だ

さ

い

！

」

 

佐

竹

「
（

泣

き

そ

う

な

表

情

で

）

 
 

」

 

 

○

バ

ス

停

（

夕

）

 

 
 

 

バ

ス

が

停

車

し

、

税

所

が

降

り

て

く

る

。

 

 
 

 

バ

ス

停

の

ベ

ン

チ

に

俯

き

座

っ

て

い

る

修

司

。 

税

所

「
（

修

司

に

気

付

き

）

よ

ぉ

」

 

 
 

 

修

司

、

顔

を

上

げ

、

税

所

を

確

認

す

る

。

 

立

ち

上

が

り

歩

き

出

す

修

司

。
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税

所

「

あ

、

お

い

、

仲

神

」

 
修

司
「

私

立

の

教

師

っ

て

な

ぁ

結

構

い

い

給

料

貰

う

ん

 
だ

ろ

。

飯

ぐ

ら

い

奢

れ

よ

」

 

税

所

「

ま

ぁ

、

わ

る

い

給

料

じ

ゃ

な

い

。

だ

が

な

、

決

 

し

て

い

い

給

料

で

も

な

い

ぞ

。
拘

束

時

間

は

長

い

し

、 

そ

の

う

え

気

苦

労

は

 
 

。

あ

、

お

い

、

仲

神

！

」 

 
 

と

、

仲

神

を

追

う

。

 

 

○

フ

ァ

ミ

リ

ー

レ

ス

ト

ラ

ン

（

夕

）

 

 
 

 

食

事

を

し

て

い

る

修

司

と

税

所

。

 

税

所

「

一

人

暮

し

は

ど

う

だ

？

」

 

修

司

「
（

ガ

ツ

ガ

ツ

と

食

べ

て

い

る

）

 
 

」

 

税

所

「

お

母

さ

ん

か

ら

電

話

あ

っ

た

か

？

」

 

修

司

「
（

食

べ

な

が

ら

税

所

を

睨

む

）

 
 

」

 

税

所
「

飯

は

ど

う

し

て

る

？

 

自

分

で

つ

く

っ

た

り

も

 

す

る

の

か

？

」

 

修

司

「
（

ガ

ツ

ガ

ツ

と

食

べ

て

い

る

）

 
 

」

 

税

所

「

も

っ

と

ゆ

っ

く

り

食

え

。

で

な

い

と

 
 

」
 

 
 

 

と

、

何

か

に

気

付

き

し

ば

ら

く

考

え

る

。

 

税

所

「

な

ぁ

、

つ

か

ぬ

こ

と

を

聞

く

が

、

お

ま

え

、

昨

日

の

晩

飯

は

何

を

食

っ

た

？

」

 

修

司

「
（

食

べ

な

か

ら

税

所

を

見

て

）

 
 

」

 

税

所

「

何

を

食

っ

た

？

」

 

修

司

「

関

係

ね

ぇ

だ

ろ

。

卓

也

の

こ

と

で

話

が

あ

る

ん

 

じ

ゃ

ね

ぇ

の

か

よ

」

 

税

所

「

い

い

か

ら

、

そ

れ

だ

け

聞

か

せ

て

く

れ

。

昨

日

 

の

晩

は

何

を

食

っ

た

？

」

 

修

司

「
（

し

ば

ら

く

考

え

）

ラ

ー

メ

ン

…

…

」

 

税

所

「

ラ

ー

メ

ン

? !
」

 

修

司

「

山

盛

り

コ

ー

ン

の

ラ

ー

メ

ン

」
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税

所

「
（

ニ

マ

～

と

笑

み

）

 
 

」

 
修

司

「

何

だ

よ

、

そ

の

気

持

ち

の

悪

い

笑

い

は

よ

」

 

税

所
「

い

や

、
何

で

も

な

い

。
あ

の

な

仲

神

、
飯

は

な

、

 

も

っ

と

ゆ

っ

く

り

、
よ

く

噛

ん

で

食

べ

た

方

が

い

い

 

ぞ

。

よ

く

噛

ん

で

な

、

う

ん

」

 

 

○

公

園

（

夜

）

 

 
 

 

鉄

棒

に

も

た

れ

る

修

司

と

税

所

。

 

税

所

「

俺

も

な

、

い

ろ

い

ろ

考

え

た

ん

だ

が

、

あ

り

の

ま

ま

を

話

す

こ

と

に

し

た

」

 

修

司

「

何

の

こ

と

だ

よ

？

」

 

税

所
「

昨

日

、
山

城

の

お

母

さ

ん

か

ら

電

話

が

あ

っ

た

。 

山

城

が

、

入

院

し

た

」

 

修

司

「

…

…

」

 

税

所

「

今

度

が

、

多

分

…

…

、

最

後

の

入

院

に

な

る

…

…

だ

ろ

う

と

い

う

こ

と

だ

」

 

修

司

「

…

…

」

 

税

所

「

…

…

」

 

修

司

「
（

税

所

を

見

る

）

最

後

？

」

 

税

所

「

あ

の

な

、

仲

神

…

…

」

 

 
 

 

修

司

、

歩

き

出

す

。

 

税

所

「

仲

神

! ?
」

 

 
 

 

修

司

、

や

が

て

走

り

出

す

。

 

税

所

「
（

言

葉

が

出

て

こ

な

い

）

 
 

」

 

 
 

 

修

司

、

走

り

去

っ

て

行

く

。

 

税

所

「

…

…

」

 

 

○

菅

沼

厚

生

病

院

・

ロ

ビ

ー

（

夜

）

 

 
 

 

照

度

が

落

と

さ

れ

た

人

気

の

な

い

待

合

室

。

 

受

付

に

走

り

込

ん

で

来

る

修

司

。
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修

司

「

病

室

知

り

た

い

ん

だ

け

ど

」

 
受

付

嬢

①

「

ご

面

会

で

す

か

？

」

 

修

司

「

あ

ぁ

」

 

受

付

嬢

①
「

基

本

的

に

ご

家

族

以

外

の

ご

面

会

は

ご

遠

 

慮

い

た

だ

い

て

お

り

ま

す

が

」

 

修

司

「

家

族

? ! 

家

族

な

ら

い

い

ん

だ

ろ

」

 

受

付

嬢

①

「

ご

家

族

さ

ま

で

す

ね

。

で

は

患

者

さ

ま

の

お

名

前

を

」

 

修

司

「

卓

也

、

山

城

卓

也

。

山

城

の

山

は

山

城

の

山

、 

 

城

は

山

城

の

城

」

 

受

付

嬢

①

「
（

パ

ソ

コ

ン

の

キ

ー

ボ

ー

ド

を

叩

き

）

山

城

さ

ま

と

い

う

お

名

前

で

は

見

当

た

り

ま

せ

ん

が

」 

修

司

「

そ

ん

な

筈

ね

ぇ

よ

。

い

つ

も

こ

の

病

院

な

ん

だ

 

よ

」

 

 
 

 

再

び

パ

ソ

コ

ン

の

キ

ー

ボ

ー

ド

を

叩

き

、

 

受

付

嬢

①
「

や

は

り

山

城

さ

ま

で

は

見

当

た

り

ま

せ

ん

。 

も

う

一

度

病

院

名

を

お

確

か

め

に

な

っ

て

み

て

は

」 

修

司

「
（

考

え

）

…

…

」

 

 
 

修

司

、

出

口

に

向

い

走

り

だ

す

。

 

 

○

ス

ナ

ッ

ク

『

酔

族

館

』
・

表

（

夜

）

 

 

○

同

・

中

（

夜

）

 

 
 

 

カ

ウ

ン

タ

ー

を

挟

ん

で

談

笑

し

て

い

る

客

(
5

5
)

と

ホ

ス

テ

ス

の

奈

央

子

(
2

4
)

。

 

客

の

横

に

座

る

山

城

礼

子

(
3

9
)

。

 

客

「
（

礼

子

の

耳

元

で

）

な

ぁ

、

一

度

く

ら

い

付

き

合

 

う

て

も

エ

エ

ん

ち

ゃ

う

か

？

｣
 

 
 

 

奈

央

子

「

無

駄

で

す

よ

。

マ

マ

の

堅

い

の

は

知

っ

て

る

 

 

で

し

ょ

。

人

呼

ん

で

蜘

蛛

の

巣

礼

子

．

．

．

．

．

．
」
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客

「

そ

ら

大

掃

除

が

必

要

や

で

。

せ

や

、

わ

し

が

大

掃

 

除

し

た

る

」

 

奈

央

子

「

無

理

無

理

」

 

客

「

奈

央

～

、

時

に

は

応

援

し

た

っ

て

ぇ

な

」

 

礼

子
「

蜘

蛛

の

巣

か

…

…

。
掃

っ

て

も

ら

お

な

う

か

な

」 

客

「

ホ

、

ホ

ン

マ

か

? ! 

わ

し

、

本

気

に

す

る

で

ぇ

」 

奈

央

子

「
（

た

し

な

め

）

マ

マ

」

 

礼

子

「

何

だ

っ

て

い

い

の

、

嫌

な

こ

と

忘

れ

ら

れ

る

な

 

ら

」

 

 
 

 

扉

が

開

き

、

修

司

が

入

っ

て

く

る

。

 

奈

央

子

「

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

せ

」

 

客

「
（

礼

子

の

耳

元

で

）

早

速

、

今

晩

ど

や

？

」

 

礼

子

「
（

修

司

に

気

付

き

）

修

ち

ゃ

ん

? !
」

 

修

司

「

卓

也

は

？

」

 

客

「
（

礼

子

の

耳

元

で

）

銭

や

っ

た

ら

 
 

」

 

 
 

 

修

司

、

客

を

突

き

飛

ば

す

。

 

礼

子

「

修

ち

ゃ

ん

? !
」

 

客

「

な

、

何

や

、

こ

の

ガ

キ

は

」

 

修

司

「

卓

也

は

？

」

 

 

○

同

・

表

（

夜

）

 

 
 

 

止

め

て

あ

る

自

分

の

バ

イ

ク

に

も

た

れ

る

修

 

司

。

 

店

の

壁

に

も

た

れ

る

礼

子

。

 

礼

子

「

北

武

医

大

病

院

…

…

」

 

修

司

「

北

武

医

大

病

院

？

」

 

礼

子

「

大

学

病

院

の

方

が

ね

、

設

備

が

い

い

の

」

 

修

司

「

…

…

」

 

礼

子

「

苦

し

ま

せ

た

く

な

い

か

ら

…

…

」

 

修

司

「

…

…

」
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礼

子

「

顔

見

せ

に

、

行

っ

て

や

っ

て

く

れ

る

」

 

 
 

 

修

司

、

ヘ

ル

メ

ッ

ト

を

被

る

。

 

礼

子

「

修

ち

ゃ

ん

の

顔

見

る

と

ね

、

元

気

出

る

ん

だ

、 

あ

い

つ

」
 

 
修

司

、

バ

イ

ク

の

エ

ン

ジ

ン

を

掛

け

、

 

走

り

出

す

。

 

 
 

 

走

り

去

っ

て

行

く

修

司

の

バ

イ

ク

。

 

 
 

 

天

を

見

上

げ

る

礼

子

。

 

 
 

 

玲

子

の

目

か

ら

一

筋

の

涙

が

流

れ

落

ち

る

。

 

 

○

北

武

医

大

病

院

・

正

門

（

夜

）

 

 

○

同

・

卓

也

の

病

室

（

夜

）

 

 
 

 

個

室

 
 

。

 

ベ

ッ

ド

に

横

た

わ

り

富

士

山

の

写

真

集

を

見

 

て

い

る

山

城

卓

也

（

1
7

）
。

 

卓

也

「
（

人

の

気

配

に

）

母

さ

ん

？

」

 

 
 

 

入

っ

て

く

る

マ

ス

ク

を

し

た

修

司

。

 

卓

也

「

修

ち

ゃ

ん

? !
」

 

 
 

 

と

、

上

体

を

起

こ

す

。

 

修

司

「

無

理

す

ん

な

。

寝

て

ろ

っ

て

」

 

卓

也

「

母

さ

ん

か

ら

聞

い

た

の

？

」

 

修

司

「

あ

ぁ

」

 

 
 

 

修

司

、

ベ

ッ

ド

脇

の

イ

ス

に

腰

掛

け

、

マ

ス

ク

 

を

外

す

。

 

卓

也

「

よ

く

入

れ

た

ね

。

家

族

以

外

は

結

構

厳

し

い

ん

 

だ

よ

」

 

修

司

「

受

付

で

名

前

書

く

だ

ろ

。

お

ま

え

の

兄

貴

っ

て

 

こ

と

に

し

て

『

山

城

修

司

』

て

書

い

て

き

た

」

 

卓

也

「
（

笑

顔

で

）

兄

貴

か

。

な

ら

家

族

だ

」
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修

司

「

ご

用

件

は

っ

て

聞

く

か

ら

『

着

替

え

を

持

っ

て

 

き

た

』

て

言

っ

た

ら

一

発

よ

。

荷

物

な

ん

て

何

も

持

 
っ

て

な

い

の

に

よ

」

 

卓

也

「

は

は

は

…

…

」

 

修

司

「

全

然

、

元

気

そ

う

じ

ゃ

ね

ぇ

か

」

 

卓

也

「

元

気

じ

ゃ

な

い

け

ど

…

…

、

薬

も

飲

ん

で

る

し

 

ね

」

 

修

司

「

な

ぜ

連

絡

し

ね

ぇ

ん

だ

よ

」

 

卓

也

「

…

…

」

 

 
 

 

写

真

集

を

手

に

取

る

修

司

。

 

修

司

「
『

富

士

の

四

季

』
。

富

士

山

の

写

真

集

か

？

」

 

卓

也
「

富

士

火

山

帯

に

あ

る

円

錐

状

成

層

火

山

。
静

岡

、 

山

梨

両

県

に

ま

た

が

り

頂

上

に

は

直

径

約

５

０

０

 

メ

ー

ト

ル

、
深

さ

約

２

２

０

メ

ー

ト

ル

の

す

り

鉢

状

 

の

噴

火

口

が

あ

る

 
 

」

 

修

司

「
（

呆

気

に

と

ら

れ

）

 
 

」

 

卓

也
「

噴

火

口

の

周

囲

は

俗

に

富

士

八

峰

と

呼

ば

れ

る

 

八

つ

の

突

起

部

で

囲

ま

れ

て

お

り

、
そ

の

中

で

も

剣

 

が

峰

が

最

も

高

く

標

高

３

７

７

６

メ

ー

ト

ル

。
我

が
 

国

の

最

高

峰

で

あ

る

と

同

時

に

日

本

一

の

名

山

で

 

も

あ

る

」

 

修

司

「
（

感

心

し

て

）

へ

ぇ

～

」

 

卓

也

「

ま

だ

見

た

こ

と

が

な

い

ん

だ

。

日

本

人

と

し

て

 

恥

ず

か

し

い

じ

ゃ

な

い

、

富

士

山

を

知

ら

な

き

ゃ

」 

修

司

「

そ

ん

な

こ

と

ね

ぇ

よ

」

 

卓

也

「

修

ち

ゃ

ん

は

本

物

の

富

士

山

を

見

た

こ

と

あ

 

る

？

」

 

修

司

「

あ

ぁ

、

見

る

だ

け

な

ら

何

回

も

あ

る

ぜ

」

 

卓

也

「

だ

よ

ね

。

修

ち

ゃ

ん

は

バ

イ

ク

も

乗

れ

る

し

、 

 

旅

行

だ

っ

て

行

け

る

も

ん

ね

。

で

も

ボ

ク

は

…

…

」 



 16 

修

司

「

何

言

っ

て

ん

だ

よ

、

良

く

な

り

ゃ

い

く

ら

で

も

 

見

れ

る

じ

ゃ

ね

ぇ

か

、

富

士

山

ぐ

ら

い

よ

」

 

卓

也

「

…

…

う

ん

」

 

修

司

「

そ

れ

よ

か

、

ど

う

な

ん

だ

、

身

体

は

？

」

 

卓

也

「

…

…

」
 

修

司

「

こ

の

病

院

に

い

り

ゃ

良

く

な

る

の

か

？

」

 

卓

也

「

ど

こ

に

い

た

っ

て

同

じ

さ

」

 

 
 

 

間

 
 

。

 

修

司

「

あ

ぁ

、

そ

う

だ

、

い

い

モ

ン

見

せ

て

や

る

」

 

 
 

 

と

、

運

転

免

許

証

を

取

り

出

し

卓

也

に

渡

す

。 

修

司

「

四

輪

だ

ぜ

」

 

卓

也

「

す

ご

い

じ

ゃ

ん

。

取

っ

た

ん

だ

」

 

修

司

「

車

買

う

か

ら

よ

。

買

っ

た

ら

乗

せ

て

や

る

」

 

卓

也

「

本

当

に

? ! 

絶

対

だ

よ

、

約

束

だ

か

ら

ね

」

 

修

司

「

あ

ぁ

」

 

卓

也

「

元

気

に

な

っ

た

ら

髪

を

染

め

る

ん

だ

。

髪

を

染

 

め

て

さ

、

カ

ッ

コ

イ

イ

服

着

て

さ

、

そ

し

て

、

そ

し

 

て

さ

…

…

」

 

 
 

 

と

、

声

を

詰

ま

ら

せ

る

。

 

修

司

「

元

気

だ

せ

、

卓

也

」

 

卓

也

「

そ

し

て

さ

、

修

ち

ゃ

ん

の

運

転

す

る

車

に

乗

っ

 

て

、

富

士

山

に

…

…

、

本

物

の

富

士

山

に

…

…

 

」

 

 
 

 

目

に

涙

を

た

め

、

声

を

詰

ま

ら

せ

る

。

 

修

司

「

…

…

」

 

 

○

 

中

華

『

栄

華

』
・

表

 

 
 

 

暖

簾

は

下

ろ

さ

れ

、
『

準

備

中

』

の

札

が

掛

け

 

ら

れ

て

い

る

。
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○
 

同

・

店

内

 

厨

房

で

忙

し

そ

う

に

立

ち

働

い

て

い

る

お

か

 

み

さ

ん

。

 
カ

ウ

ン

タ

ー

の

前

に

立

つ

修

司

。

 

お

か

み

さ

ん
「
（

修

司

に

気

付

き

）
あ

れ

、
修

ち

ゃ

ん

、

 

い

つ

来

た

ん

だ

い

。

気

付

か

な

か

っ

た

よ

ぉ

」

 

親

父

さ

ん

「
（

奥

か

ら

顔

を

出

し

）

お

う

、

修

坊

、

ケ

 

ガ

し

た

っ

て

？

 
ど

う

な

ん

だ

？

」

 

修

司

「

親

父

さ

ん

」

 

親

父

さ

ん

「

何

だ

、

ど

う

し

た

？

」

 

修

司

「

あ

の

…

…

、

バ

イ

ト

、

一

ヶ

月

、

休

ま

せ

て

も

 

ら

え

な

い

ス

か

」

 

親

父

さ

ん

「

一

ヶ

月

? ! 

何

か

あ

っ

た

か

？

」

 

修

司

「

…

…

」

 

お

か

み

さ

ん

「

ケ

ガ

、

悪

い

の

か

い

？

」
 

修

司

「

そ

れ

と

、

今

月

の

バ

イ

ト

代

、

２

～

３

日

中

に

 

貰

え

な

い

ス

か

？

」

 

親

父

さ

ん

「

何

に

使

う

？

」

 

修

司

「

あ

の

…

…

」

 

親

父

さ

ん

「
（

修

司

を

見

て

）

 
 

」

 

修

司

「

…

…

」

 

親

父

さ

ん

「

お

め

ぇ

が

稼

い

だ

銭

だ

。

バ

イ

ト

代

は

明

 

日

出

し

て

や

る

。

取

り

に

来

な

」

 

修

司

「
（

軽

く

頭

を

下

げ

）

 
 

」

 

親

父

さ

ん

「

修

坊

、

一

ヶ

月

だ

な

？

」

 

修

「

は

い

」

 

お

か

み

さ

ん

「

待

っ

て

る

か

ら

ね

」

 

修

司

「
（

一

礼

）

 
 

」

 

 

○

バ

イ

ク

シ

ョ

ッ

プ

『

F
i

r
e

 
w

h
e

e
l

s

』
・

表
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修

司

の

バ

イ

ク

を

査

定

し

て

い

る

店

長

(
3

8
)

。 
店

長

「

そ

う

ね

ぇ

、

８

万

て

と

こ

か

な

」

 

修

司

「

８

万

? ! 

た

っ

た

の

か

よ

？

」

 

店

長

「

確

か

に

き

れ

い

に

は

乗

っ

て

る

け

ど

、

年

式

が

 

古

い

か

ら

な

ぁ

」

 

修

司

「

3
5

万

で

買

っ

た

ん

だ

ぜ

」

 

店

長

「

中

古

で

な

」
 

修

司

「

あ

ん

た

オ

レ

に

言

っ

た

じ

ゃ

ね

ぇ

か

。

こ

の

バ

 

イ

ク

な

ら

下

に

出

す

と

き

も

結

構

な

値

が

つ

く

っ

 

て

よ

ぉ

」

 

店

長

「

し

ょ

う

が

な

い

、

９

万

出

そ

う

」

 

修

司

「

切

り

の

い

い

と

こ

ろ

で

1
0

万

て

の

は

ど

う

 

よ

？

」

 

店

長

「

９

万

が

精

一

杯

だ

よ

」

 

修

司

「

1
0

万

」

 

店

長

「

９

万

だ

」

 

修

司
「

ビ

ン

ボ

勤

労

高

校

生

か

ら

か

す

め

よ

う

っ

て

の

 

か

」

 

店

長

「

９

万

以

上

は

無

理

だ

っ

て

」

 

修

司

「

仲

間

と

つ

る

ん

で

不

買

運

動

す

ん

ぞ

。

い

い

じ

 

ゃ

ね

ぇ

か

、

オ

レ

か

ら

損

こ

い

た

分

、

他

の

奴

か

ら

 

儲

け

り

ゃ

あ

よ

」

 

店

長

「
（

溜

息

を

つ

き

）

わ

か

っ

た

よ

、

1
0

万

だ

。

こ

 

れ

以

上

ビ

タ

一

文

出

な

い

ぞ

」

 

修

司

「

よ

ぉ

～

し

、

商

談

成

立

」

 

 
 

 

修

司

、

バ

イ

ク

に

跨

り

エ

ン

ジ

ン

を

掛

け

る

。 

店

長

「

な

ん

だ

よ

、

売

る

ん

じ

ゃ

な

い

の

か

？

」

 

修

司

「

売

る

の

は

明

日

だ

。

今

売

っ

ち

ま

う

と

足

が

な

 

く

な

る

か

ら

な

」

 

 
 

 

走

り

去

っ

て

行

く

修

司

の

バ

イ

ク

。

 



 19 

店

長

「

お

い

、

バ

イ

ク

に

傷

付

け

っ

と

、

そ

の

分

値

引

 

く

か

ら

な

！

」

 

 

○

矢

羽

板

金

自

動

車

・

工

場

 

 
 

 

修

理

中

の

数

台

の

車

。

 

 
 

 

工

場

の

前

に

修

司

の

バ

イ

ク

が

止

ま

る

。

 

修

司

「

健

吾

い

る

か

ぁ

ー

」

 

修

理

中

の

車

の

下

か

ら

出

て

く

る

矢

羽

健

吾

 

(
2

0
)

。

 

健

吾

「

お

ぅ

、

修

司

か

」

 

修

司

「

見

つ

か

っ

た

っ

て

？

 

ど

れ

よ

？

」

 

 

○

同

・

ス

ク

ラ

ッ

プ

置

き

場

 

 
 

 

ス

ク

ラ

ッ

プ

の

間

を

歩

く

健

吾

と

修

司

。

 

修

司

「

３

万

で

い

い

ん

だ

な

」

 

健

吾

「

お

ぉ

、

お

ま

え

じ

ゃ

し

ょ

う

が

ね

ぇ

や

」

 

修

司

「

ち

ゃ

ん

と

走

る

ん

だ

ろ

う

な

？

」

 

健

吾

「

バ

カ

言

っ

て

ろ

。

オ

レ

が

整

備

し

た

ん

だ

ぜ

。 

ど

ん

な

に

乱

暴

な

運

転

を

し

よ

う

が

半

年

は

保

証
 

し

て

や

る

。

ほ

ら

、

あ

れ

だ

」

 

 
 

 

と

、

指

差

す

古

く

汚

い

乗

用

車

。

 

修

司

「

汚

っ

た

ね

ぇ

～

」

 

健

吾
「

こ

れ

だ

か

ら

素

人

は

嫌

だ

っ

つ

う

の

。
い

い

か

、 

車

は

見

た

目

じ

ゃ

ね

ぇ

の

、

中

身

よ

、

中

身

」

 

修

司

「

中

身

ね

ぇ

」

 

健

吾

「

こ

い

つ

は

別

名

ラ

ス

タ

ウ

ル

フ

。

レ

ゲ

エ

親

父

 

の

ダ

ン

ボ

ー

ル

を

ま

と

っ

ち

ゃ

い

る

が

中

身

は

ビ

 

シ

バ

シ

の

 
 

」

 

修

司

「

狼

だ

っ

て

か

？

」

 

健

吾

「

お

っ

、

わ

か

っ

て

ん

じ

ゃ

ん

」
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修

司

「

ど

う

で

も

い

い

け

ど

、

コ

レ

、

本

当

に

走

ん

だ

 

ろ

う

な

？

」

 

健

吾

「

ほ

ざ

い

て

ろ

。

天

才

整

備

士

の

腕

を

思

い

知

る

が

い

い

ぜ

」

 

 
 

 

と

、

キ

ー

を

投

げ

る

。

 

 
 

 

修

司

、

運

転

席

に

座

り

キ

ー

を

回

す

。

 

 
 

 

が

、
セ

ル

は

回

る

が

エ

ン

ジ

ン

が

掛

か

ら

な

い

。 

健

吾

「

あ

れ

ぇ

、

お

っ

か

し

い

な

ぁ

? !
」

 

修

司

「
（

呟

く

）

何

が

天

才

整

備

士

だ

よ

」

 

健

吾

「

修

司

、

ボ

ン

ネ

ッ

ト

開

け

ろ

」

 

 
 

 

エ

ン

ジ

ン

ル

ー

ム

を

点

検

す

る

健

吾

。

 

 
 

 

車

か

ら

降

り

ス

ク

ラ

ッ

プ

に

腰

掛

け

る

修

司

。 

修

司

「

直

ん

の

か

？

」

 

健

吾

「

オ

レ

の

名

誉

に

懸

け

て

直

す

」
 

修

司

「
（

呟

く

）

お

め

ぇ

に

名

誉

な

ん

て

ね

ぇ

よ

」

 

健

吾

「

何

か

言

っ

た

か

？

」

 

修

司

「

何

も

。

そ

れ

よ

か

健

吾

、

こ

の

車

、

ナ

ン

バ

ー

が

付

い

て

ね

ぇ

け

ど

？

」

 

健

吾

「

あ

た

り

め

ぇ

だ

ろ

、

廃

車

に

し

て

あ

ん

だ

か

ら
 

よ

」

 

修

司

「

車

検

は

い

つ

通

す

ん

だ

？

」

 

 
 

 

エ

ン

ジ

ン

ル

ー

ム

点

検

の

手

を

止

め

、

 

健

吾

「

お

め

ぇ

、

も

し

か

し

て

、

３

万

で

車

検

付

き

の

 

車

買

お

う

な

ん

て

虫

の

い

い

こ

と

考

え

て

ん

じ

ゃ

 

ね

ぇ

だ

ろ

う

な

？

」

 

修

司

「
（

驚

き

）

じ

ゃ

何

、

車

検

無

し

の

こ

の

オ

ン

ボ

 

ロ

車

が

３

万

て

こ

と

か

？

」

 

健

吾

「

オ

ン

ボ

ロ

車

! ? 

ラ

ス

タ

ウ

ル

フ

っ

て

呼

ん

で

 

ほ

し

い

ね

」

 

修

司

「

車

検

通

す

の

に

い

く

ら

か

か

る

？

」
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健

吾

「

こ

の

車

を

か

？

 
1

0

万

、

否

、

1
2

万

て

と

こ

 
か

な

」

 

修

司

「
1

2

万

? ! 

健

吾

、

３

万

く

ら

い

で

ど

う

に

か

し

て

く

れ

」
 

健

吾

「

そ

い

つ

ぁ

あ

無

理

だ

。

重

量

税

に

自

賠

責

、

印

 

紙

代

だ

け

で

も

４

万

く

ら

い

掛

か

る

。
そ

れ

に

整

備

費

用

が

加

算

さ

れ

る

か

ら

な

」

 

修

司
「

じ

ゃ

あ

そ

の

４

万

く

ら

い

で

ど

う

に

か

し

て

く

 

れ

」

 

健

吾

「

整

備

費

用

な

し

か

よ

」

 

修

司

「

頼

む

、

健

吾

」

 

健

吾

「

う

～

ン

、

オ

イ

ル

は

サ

ー

ビ

ス

す

る

と

し

て

、 

タ

イ

ヤ

と

ブ

レ

ー

キ

パ

ッ

ド

だ

ろ

…

…

」

 

修

司

「

頼

む

」

 

 
 

 

健

吾

、

前

輪

と

後

輪

を

確

認

す

る

。
 

健

吾

「

通

し

て

み

っ

か

」

 

修

司

「

恩

に

着

る

ぜ

」

 

健

吾
「

オ

レ

と

い

う

天

才

整

備

士

の

後

輩

に

生

ま

れ

た

 

こ

と

に

感

謝

し

ろ

よ

」

 

修

司

「

車

の

方

も

、

頼

ん

だ

ぜ

」

 

健

吾

「

そ

こ

よ

、

そ

こ

な

ん

だ

」

 

修

司

「

あ

? !
」

 

健

吾

「

才

能

が

邪

魔

し

て

よ

、

適

当

に

整

備

す

る

と

い

 

う

こ

と

が

で

き

ね

ぇ

の

よ

。

ま

、

天

才

に

し

か

わ

か

 

ん

ね

ぇ

悩

み

と

し

て

聞

き

流

し

て

く

れ

や

」

 

修

司

「
（

愛

想

笑

い

）

は

は

…

…

」

 

 
 

 

健

吾

、
再

び

エ

ン

ジ

ン

ル

ー

ム

の

点

検

を

始

め

 

る

。

 

健

吾

「

な

ぁ

修

司

、

オ

レ

も

世

界

に

羽

ば

た

く

に

は

そ

 

 

れ

な

り

の

名

前

が

必

要

だ

と

思

う

ん

だ

。
名

前

と

い
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う

か

愛

称

だ

な

。

ポ

ッ

プ

吉

村

み

て

ぇ

な

。

で

よ

、 
考

え

た

ん

だ

が

、

ロ

ッ

ク

矢

羽

っ

て

ど

う

よ

？

」

 

 
 

 
エ

ン

ジ

ン

ル

ー

ム

か

ら

顔

を

出

し

、

 

健

吾

「

天

才

整

備

士

に

相

応

し

い

名

だ

と

は

 
 

」

 

 
 

 

も

は

や

、

修

司

の

姿

は

そ

こ

に

な

い

。

 

健

吾

「

あ

れ

？
 

修

司

…

…

」

 

 

○

中

丸

不

動

産

・

表

 

 
 

 

修

司

の

バ

イ

ク

が

止

ま

っ

て

い

る

。

 

 

○

同

・

中

 

 
 

 

ソ

フ

ァ

ー

で

話

す

修

司

と

不

動

産

屋

(
5

4
)

。

 

不

動

産

屋

「

そ

う

で

す

ね

ぇ

、

部

屋

の

傷

み

具

合

に

も

 

よ

り

ま

す

が

、

敷

金

が

戻

る

の

は

、

ま

ぁ

、

半

月

く

 

ら

い

で

す

か

ね

ぇ

」

 

修

司

「

そ

こ

を

な

ん

と

か

し

て

ほ

し

い

わ

け

。

２

～

３

 

日

中

に

ど

う

に

か

」

 

不

動

産

屋

「

そ

う

言

わ

れ

ま

し

て

も

、

返

金

な

さ

る

の

は

あ

く

ま

で

も

家

主

さ

ん

で

す

か

ら

ね

ぇ

」

 

修

司

「

だ

か

ら

ぁ

、

家

主

の

代

わ

り

に

払

っ

て

く

れ

っ

 

て

頼

ん

で

ん

じ

ゃ

ね

ぇ

の

」

 

不

動

産

屋

「

そ

れ

は

無

理

で

す

よ

」

 

修

司
「
（

考

え

） 
 

わ

か

っ

た

、
半

分

で

ど

う

よ

？

」

 

不

動

産

屋

「

半

分

？

 

半

分

て

な

ん

で

す

か

？

」

 

修

司
「

返

金

さ

れ

る

金

額

の

半

分

だ

け

払

っ

て

く

れ

り

 

ゃ

あ

い

い

。

残

り

の

半

分

は

あ

ん

た

に

や

る

。

ど

う

 

よ

？

」

 

不

動

産

屋

「

半

分

て

…

…

、

本

当

に

半

分

で

？

」

 

修

司

「
（

頷

く

）

 
 

」

 

不

動

産

屋

「
（

ニ

カ

～

ッ

と

笑

む

）

 
 

」
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○

中

華

『

栄

華

』
・

表

 

 
 

 

暖

簾

の

下

の

、

開

け

放

た

れ

た

引

き

戸

の

中

 
 

 
 

に

垣

間

見

え

る

盛

況

の

店

内

。

 

 

○

バ

イ

ク

シ

ョ

ッ

プ

『

F
i

r
e

 
w

h
e

e
l

s

』
・

表

 

 
 

 
3

6

万

円

の

値

札

が

付

き

展

示

さ

れ

て

い

る

修

 

司

の

バ

イ

ク

。

 

 

○

修

司

の

住

む

マ

ン

シ

ョ

ン

・

表

 

 
 

 

前

出

の

ラ

ス

タ

ウ

ル

フ

（

以

後

車

と

呼

称

）

の

 

ト

ラ

ン

ク

に

ス

ー

ツ

ケ

ー

ス

を

積

む

修

司

。

 

 
 

 

３

階

の

ベ

ラ

ン

ダ

か

ら

顔

を

出

す

不

動

産

屋

。 

不

動

産

屋

「

仲

神

さ

ん

」

 

修

司

「
（

不

動

産

屋

を

見

上

げ

）

 
 

」
 

不

動

産

屋

「

こ

の

テ

ー

ブ

ル

や

ベ

ッ

ド

は

？

」

 

修

司

「

世

話

ん

な

っ

た

か

ら

な

、

あ

ん

た

に

や

る

よ

」 

不

動

産

屋

「

ち

ょ

っ

と

ぉ

、

困

り

ま

す

よ

。

処

分

す

る

 

に

も

結

構

か

か

る

ん

で

す

か

ら

」

 

修

司

「

遠

慮

す

ん

な

っ

て

。

じ

ゃ

あ

な

」

 

 
 

 

と

、

車

に

乗

り

込

む

。

 

不

動

産

屋

「

ち

ょ

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

く

だ

さ

い

。

今

 

行

き

ま

す

か

ら

」

 

 
 

 

と

、

ベ

ラ

ン

ダ

か

ら

顔

を

引

っ

込

め

る

。

 

 

○

車

の

中

 

 
 

 

修

司

、

エ

ン

ジ

ン

キ

ー

を

回

す

、

 

 
 

 

が

、

エ

ン

ジ

ン

は

掛

か

ら

な

い

。

 

修

司

「
（

独

り

言

）

頼

む

ぜ

、

天

才

整

備

士

」

 

 
 

 

再

度

エ

ン

ジ

ン

キ

ー

を

回

す

、

 

 
 

 
 

 

が

、

エ

ン

ジ

ン

は

掛

か

ら

な

い

。
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○

修

司

の

住

む

マ

ン

シ

ョ

ン

・

表

 

 
 

 

セ

ル

が

空

回

り

す

る

だ

け

で

エ

ン

ジ

ン

の

掛

か

ら

な

い

車

。

 

 
 

 
マ

ン

シ

ョ

ン

か

ら

不

動

産

屋

が

飛

び

出

て

来

 
る

。
 

 
 

 

爆

音

と

共

に

車

の

エ

ン

ジ

ン

が

掛

か

り

、
周

囲

に

黒

煙

を

撒

き

散

ら

す

。

 

不

動

産

屋

「

仲

神

さ

ん

！

」

 

 
 

 

ト

ロ

ト

ロ

と

走

り

出

す

車

。

 

不

動

産

屋

「

待

っ

て

く

だ

さ

い

、

仲

神

さ

ん

！

」

 

 
 

 

走

り

去

っ

て

い

く

車

。
 

 
 

 

追

う

不

動

産

屋

。

 

 

○

 

北

武

医

大

病

院

・

表

（

夜

）

 

 

○

 

同

・

卓

也

の

病

室

（

夜

）

 

 
 

 

薄

闇

 
 

。

 

寝

て

い

る

卓

也

。

 

ベ

ッ

ド

脇

に

立

つ

修

司

。

 

修

司

「
（

揺

り

起

こ

し

）

卓

也

…

…

、

卓

也

…

…

」

 

卓

也

「
（

目

覚

め

）

ん

…

…

、

ん

? ! 

修

ち

ゃ

ん

？

」

 

 
 

 

枕

元

の

ラ

イ

ト

を

点

灯

し

、

枕

元

の

目

覚

し

 

時

計

（

2
1

時

少

し

前

）

を

見

て

、

 

卓

也

「

ど

う

し

た

の

、

こ

ん

な

時

間

に

？

」

 

修

司

「

こ

ん

か

時

間

て

、

ま

だ

９

時

前

だ

ぜ

。

寝

る

の

 

早

え

ー

っ

て

」

 

卓

也

「

言

わ

れ

て

み

れ

ば

そ

う

だ

ね

。

で

も

病

人

は

他

 

 

に

や

る

こ

と

が

な

い

か

ら

ね

」

 

修

司

「

じ

ゃ

あ

富

士

山

に

行

こ

う

ぜ

」

 

卓

也

「

え

? !
」
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修

司

「

富

士

山

に

富

士

五

湖

だ

ろ

、

え

ー

と

、

そ

れ

か

 

ら

…

…

。

と

に

か

く

、

い

ろ

ん

な

と

こ

行

っ

て

、

い

 
ろ

ん

な

物

見

て

よ

…

…

。

な

、

行

こ

う

ぜ

」

 

卓

也

「

 
 

ど

う

や

っ

て

？

」

 

修

司

「
（

ニ

カ

ッ

と

笑

う

）

 
 

」

 

 

○

同

・

駐

車

場

（

夜

）

 

 
 

 

前

画

面

の

表

情

の

ま

ま

の

修

司

 
 

。

 

画

面

引

き

、

笑

顔

で

車

に

手

を

掛

け

て

い

る

 

修

司

を

。

 

 
 

 

パ

ジ

ャ

マ

姿

の

卓

也

が

驚

い

て

い

る

。

 

卓

也

「

ス

ッ

ゲ

ー

…

…

」

 

修

司

「

だ

ろ

」

 

卓

也

「

オ

ン

ボ

ロ

」

 

修

司

、

カ

ク

ン

と

首

を

折

る

。

 

修

司
「

あ

の

な

、
車

は

見

た

目

じ

ゃ

ね

ぇ

の

。
中

身

よ

、

 

中

身

。

こ

い

つ

は

別

名

ラ

ス

タ

ウ

ル

フ

。

レ

ゲ

エ

親

 

父

の

ダ

ン

ボ

ー

ル

を

ま

と

っ

ち

ゃ

い

る

が

、
そ

の

正

 

体

は

 
 

」

 

卓

也

「

狼

？

」

 

修

司

「

わ

か

っ

て

ん

じ

ゃ

な

い

の

」

 

卓

也

「

速

い

ん

だ

」

 

修

司

「

実

を

言

う

と

、

あ

ん

ま

し

速

く

ね

ぇ

」

 

 
 

 

笑

う

修

司

と

卓

也

。

 

修

司

「

こ

こ

に

い

た

っ

て

同

じ

な

ん

だ

ろ

？

」

 

卓

也

「

…

…

」

 

修

司

「

こ

こ

に

い

な

き

ゃ

マ

ズ

イ

の

か

？

」

 

卓

也

「

そ

り

ゃ

あ

…

…

」

 

修

司

「

お

ま

え

は

行

く

前

に

辞

め

ち

ま

つ

た

し

、

オ

レ

 

も

停

学

く

ら

っ

て

て

行

け

な

か

っ

た

」
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卓

也

「

何

の

こ

と

？

」

 
修

司

「

修

学

旅

行

さ

」

 

卓

也

「

修

学

旅

行

! ?
」

 

修

司

「

行

こ

う

ぜ

」

 

卓

也

「

修

学

旅

行

か

…

…

」

 

 
 

 

病

棟

を

振

り

返

る

卓

也

。

 

修

司

「

行

こ

う

ぜ

、

卓

也

」

 

卓

也

「

…

…

」

 

修

司

「

修

学

旅

行

へ

よ

」
 

卓

也

「

で

も

 
 

」

 

修

司

「

で

も

、

何

だ

よ

？

」

 

卓

也

「

…

…

」

 

修

司

「

富

士

山

に

行

き

た

く

な

い

の

か

？

」

 

卓

也

「

行

き

た

い

よ

」

 

修

司

「

修

学

旅

行

に

行

き

た

く

な

い

の

か

？

」

 

卓

也

「

行

き

た

い

よ

」

 

修

司

「

な

ら

行

こ

う

ぜ

」

 

 
 

 

間

 
 

。

 

卓

也
「

う

ん

、
こ

こ

に

い

た

っ

て

時

間

は

過

ぎ

て

い

く

。 

た

だ

寝

て

、

時

が

来

る

の

を

待

つ

だ

け

な

ん

だ

」

 

修

司

「

…

…

」

 

卓

也

「

行

こ

う

」

 

修

司

「

決

ま

っ

た

。

乗

れ

よ

」

 

卓

也
「

こ

の

格

好

で

？

 

電

話

も

持

っ

て

き

て

な

い

よ

」 

修

司

「

病

室

抜

け

出

し

た

の

見

つ

か

っ

た

ら

、

監

視

が

 

 

厳

し

く

な

っ

て

、

二

度

と

抜

出

せ

な

く

な

る

ぜ

」

 

卓

也

「

だ

け

ど

 
 

」

 

修

司

「

い

い

か

ら

乗

れ

っ

て

。

オ

レ

に

任

せ

ろ

」

 

 
 

 

車

の

助

手

席

に

卓

也

を

押

し

込

む

修

司

。
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○

車

の

中

（

夜

）

 

 
 

 

助

手

席

に

座

る

卓

也

。

 

運

転

席

に

修

司

が

乗

り

込

み

ド

ア

を

閉

め

る

。 

 
 

 
修

司

、
キ

ー

を

回

す

が

エ

ン

ジ

ン

が

掛

か

ら

な

 

 
 

 

い

。
 

卓

也

「

こ

れ

で

富

士

山

ま

で

行

け

る

の

？

」

 

修

司
「

心

配

す

ん

な

。
天

才

整

備

士

の

整

備

し

た

車

だ

。

ど

ん

な

に

乱

暴

な

運

転

を

し

よ

う

が

半

年

は

保

証

さ

れ

て

る

」

 

卓

也

「

運

転

す

る

以

前

の

問

題

だ

と

思

う

ん

だ

け

ど

」 

 

○

北

武

医

大

病

院

・

駐

車

場

（

夜

）

 

 
 

 

爆

音

と

共

に

周

囲

に

黒

煙

を

撒

き

散

ら

し

エ

 

ン

ジ

ン

の

掛

か

る

車

。

 

修

司

の

声

「

な

、

こ

の

車

、

エ

ン

ジ

ン

が

掛

か

る

ん

だ

 

ぜ

、

す

げ

ぇ

だ

ろ

」

 

 
 

 

黒

煙

を

撒

き

散

ら

し

な

が

ら

ト

ロ

ト

ロ

と

走

 

り

出

す

車

。

 

 

○

フ

ァ

ミ

リ

ー

レ

ス

ト

ラ

ン

・

駐

車

場

（

早

朝

）

 

 
 

 

夜

明

け

 
 

。

 

駐

車

場

の

隅

に

止

ま

る

車

。

 

 
 

 

そ

の

車

内

で

寝

て

い

る

修

司

と

卓

也

を

。

 

 

○

ユ

ニ

ク

ロ

・

表

 

 
 

 

店

内

か

ら

出

て

く

る

修

司

と

卓

也

。

卓

也

は

 

Ｔ

シ

ャ

ツ

に

ジ

ー

ン

ズ

、

ジ

ャ

ケ

ッ

ト

姿

で

。 

 
 

 

修

司

、
紙

袋

か

ら

卓

也

の

パ

ジ

ャ

マ

の

ズ

ボ

ン

 

を

取

り

出

し

広

げ

る

。
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○

美

容

室

・

中

 

 
 

 

カ

ッ

ト

さ

れ

て

い

る

卓

也

。

 

 
 

 
そ

の

横

で

美

容

師

に

注

文

を

出

し

て

い

る

修

 
司

。
 

 

○

メ

ガ

ネ

屋

・

表
 

 
 

 

扉

が

開

き

出

て

来

る

修

司

と

卓

也

。

二

人

共

 

 
 

 

サ

ン

グ

ラ

ス

を

か

け

て

い

る

。

卓

也

の

髪

は

 

 
 

 

金

髪

に

染

め

ら

れ

、

き

れ

い

に

カ

ッ

ト

さ

れ

 

て

い

る

。

 

 

○

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

ト

ア

・

表
 

 
 

 

駐

車

ス

ペ

ー

ス

に

止

め

て

あ

る

車

の

脇

に

立

つ

卓

也

。

 

 
 

 

店

か

ら

出

て

く

る

修

司

。

 

修

司

「

さ

ぁ

、

仕

上

げ

だ

」

 

卓

也

「

何

？

」

 

 
 

 

買

っ

て

き

た

マ

ジ

ッ

ク

で

運

転

席

の

ド

ア

に
 

 
 

 

『

Ｓ

・

Ｎ

Ａ

Ｋ

Ａ

Ｇ

Ａ

Ｍ

Ｉ

』

と

書

き

、

 

修

司

「

Ｆ

１

と

か

よ

、

乗

っ

て

る

奴

の

名

前

が

書

い

て

 

あ

ん

だ

ろ

。

あ

れ

よ

」

 

 
 

 

卓

也

、

マ

ジ

ッ

ク

を

受

取

り

、

 

助

手

席

の

ド

ア

に

大

き

く

『

山

城

卓

也

』

と

 

書

く

。

 

修

司

「

セ

ン

ス

ね

ぇ

よ

」

 

 
 

 

自

分

の

名

前

を

眺

め

な

が

ら

、

 

卓

也

「
（

満

足

そ

う

に

）

い

い

ん

だ

、

こ

れ

が

ボ

ク

の

 

名

前

な

ん

だ

か

ら

」

 

 

○

走

る

車

の

中
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運

転

し

て

い

る

修

司

、

 

助

手

席

の

卓

也

の

膝

の

上

に

道

路

マ

ッ

プ

 

を

放

る

。

 

卓

也

「

 
 

？

」

 

修

司

「

ナ

ビ

は

お

ま

え

だ

」

 

卓

也

「

地

図

の

見

方

な

ん

て

わ

か

ん

な

い

よ

」

 

修

司

「

ド

ラ

イ

バ

ー

は

ナ

ビ

の

指

示

通

り

に

走

る

。

卓

 

也

、

お

ま

え

が

行

き

た

い

と

こ

ろ

を

指

示

し

ろ

」

 

卓

也

「

そ

ん

な

こ

と

言

っ

た

っ

て

…

…

」

 

 
 

 

赤

信

号

で

車

が

止

ま

る

。

 

 
 

 

右

に

ウ

ィ

ン

カ

ー

を

出

す

修

司

。

 

修

司

「

い

い

か

、

こ

れ

は

オ

レ

と

お

ま

え

の

修

学

旅

行

だ

」

 

卓

也

「

…

…

」

 

修

司

「

行

き

た

い

ト

コ

い

っ

ぱ

い

あ

ん

だ

ろ

？

」

 

卓

也

「

…

…

」

 

修

司

「

見

た

い

モ

ン

い

っ

ぱ

い

あ

ん

だ

ろ

？

」
 

間

 
 

。

 

卓

也
「

行

き

た

い

ト

コ

も

見

た

い

モ

ン

も

い

っ

ぱ

い

あ

る

」

 

修

司

｢

…

…

｣
 

卓

也

「

道

を

間

違

え

て

も

文

句

言

う

な

よ

」

 

修

司

「

あ

ぁ

」

 

卓

也
「

ボ

ク

の

行

き

た

い

ト

コ

に

行

っ

て

い

い

ん

だ

ね

」 

修

司

「

あ

ぁ

」

 

卓

也

「

最

高

の

修

学

旅

行

に

し

よ

う

」

 

修

司

「

あ

ぁ

」

 

卓

也

「

ボ

ク

が

ナ

ビ

ゲ

ー

タ

ー

だ

」

 

修

司

「

よ

っ

し

ゃ

あ

！

」

 

卓

也

「

ナ

ビ

の

指

示

通

り

に

走

れ

よ

、

ド

ラ

イ

バ

ー

」 
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修

司

「

お

う

！

」

 

 

○

交

差

点
 

 
 

 
信

号

が

変

わ

り

、

車

走

り

出

す

。

 

卓

也

の

声

「

富

士

山

に

向

か

っ

て

、

直

進

！

」

 

 
 

 

ガ

ク

ン

と

止

ま

る

車

。

 

修

司

の

声

「

高

速

に

入

る

に

は

こ

こ

右

だ

ぜ

…

…

 

」

 

卓

也

の

声

「

え

? ! 

あ

そ

う

。

じ

ゃ

右

へ

行

っ

て

」

 

修

司

の

声

「

平

気

か

よ

」

 

卓

也

の

声

「

は

い

、

そ

こ

、

文

句

言

わ

な

い

っ

て

約

束

で

し

ょ

」

 

修

司

の

声

「

は

い

は

い

」

 

 
 

 

車

、
右

に

曲

が

り

高

速

道

路

へ

入

る

側

道

を

駆

 

け

上

が

っ

て

行

く

。

 

補

強

し

た

車

の

ア

ン

テ

ナ
（

古

い

車

な

の

で

ラ

 

ジ

オ

用

の

ア

ン

テ

ナ

が

付

い

て

い

る

）
に

鯉

の

 

ぼ

り

よ

ろ

し

く

棚

引

く

卓

也

の

は

い

て

い

た
 

パ

ジ

ャ

マ

の

ズ

ボ

ン

。

 

卓

也

の

声

「

修

学

旅

行

へ

、

出

発

！

」

 

修

司

の

声

「

イ

ェ

ー

イ

！

」

 

 

○

 

高

速

道

路

を

走

る

車

の

中

 

 
 

 

山

間

を

走

っ

て

い

る

 
 

。

 

卓

也

「

ね

ぇ

、

窓

開

け

て

い

い

？

」

 

修

司

「

寒

く

ね

ぇ

か

？

」

 

卓

也

「

平

気

さ

」

 

 
 

 

と

、

窓

を

開

け

る

。

 

 
 

 

深

呼

吸

を

す

る

卓

也

。

 

修

司

「

気

分

が

わ

る

い

の

か

？

」
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卓

也

「

ち

が

う

よ

。

山

の

匂

い

を

嗅

い

で

み

た

か

っ

た

 

の

さ

」

 

修

司

「

ど

ん

な

匂

い

が

し

た

？

」

 

卓

也

「

懐

か

し

い

匂

い

が

し

た

よ

」

 

修

司

「

懐

か

し

い

っ

て

ど

ん

な

匂

い

よ

？

」

 

 
 

 

修

司

、

運

転

席

側

の

窓

を

開

け

る

、

 

 
 

 

と

、
右

側

を

追

い

越

し

て

い

く

大

型

ト

ラ

ッ

ク

 

の

真

っ

黒

な

排

気

ガ

ス

が

車

内

に

吹

き

込

み

、 

む

せ

る

修

司

と

卓

也

。

 

修

司

・

卓

也
「
（

中

指

を

突

き

立

て

）
バ

カ

ヤ

ロ

ー

！

」

 

 
 

 

窓

を

閉

め

、

 

修

司

「

っ

た

く

何

考

え

て

ん

だ

よ

、

あ

ん

な

車

走

ら

せ

 

て

よ

」

 

卓

也

「

ホ

ン

ト

だ

よ

。

あ

あ

い

う

の

を

走

ら

せ

て

お

く

 

う

ち

は

地

球

環

境

の

好

転

は

望

め

な

い

ね

」

 

 

○

山

間

を

走

る

高

速

道

路

 

 
 

 

黒

煙

を

撒

き

散

ら

し

な

が

ら

ト

ロ

ト

ロ

と

走
 

 
 

 

る

車

を

。

 

 

○

高

速

道

路

・

料

金

所

 

 
 

 

料

金

を

払

う

修

司

。

 

 

○

首

都

高

速

道

路

・

合

流

地

点

 

 
 

 

渋

滞

 
 

。

 

車

線

変

更

の

た

め

助

手

席

か

ら

顔

を

出

し

車

 

を

割

り

込

ま

せ

て

も

ら

う

卓

也

。

 

○

高

速

道

路

・

サ

ー

ビ

ス

エ

リ

ア

 

 
 

 

車

に

も

た

れ

ソ

フ

ト

ク

リ

ー

ム

を

食

べ

て

い

る

修

司

と

卓

也

。
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○

道

路

 

 
 

 

走

り

過

ぎ

て

い

く

車

。

 

 

○

道

の

駅

・

駐

車

場

 

 
 

 

ボ

ン

ネ

ッ

ト

の

上

で

地

図

を

確

認

し

て

い

る

修

司

と

卓

也

。

 

 
 

 

眼

前

の

雲

の

切

れ

間

に

富

士

山

の

一

部

が

現

 

れ

る

。

 

卓

也

「

見

て

、

見

て

よ

、

富

士

山

だ

よ

…

…

」

 

修

司

「

あ

ぁ

」

 

卓

也

「

本

物

の

富

士

山

だ

よ

…

…

」

 

修

司

「

 
 

」

 

 
 

 

富

士

山

を

見

て

い

る

卓

也

。
 

 
 

 

横

目

で

卓

也

を

見

て

い

る

修

司

を

。

 

 

○

山

中

湖

・

湖

畔

の

駐

車

場

 

 
 

 

車

が

止

ま

り

、

修

司

と

卓

也

が

降

り

て

く

る

。 

 
 

 

湖

面

を

眺

め

る

修

司

と

卓

也

。

 

卓

也

「

山

中

湖

は

富

士

五

湖

の

中

で

最

も

広

く

、

別

名
 

三

日

月

湖

と

も

呼

ば

れ

て

い

る

。

湖

面

の

標

高

は

 

9
8

2

メ

ー

ト

ル

、

周

囲

1
3

キ

ロ

。

我

が

国

で

は

中

 

禅

寺

湖

、

榛

名

湖

に

次

ぐ

高

所

に

あ

る

湖

で

あ

る

」 

修

司

「

ま

る

で

観

光

バ

ス

の

ガ

イ

ド

だ

ね

」

 

卓

也
「

ボ

ク

の

は

机

上

で

覚

え

た

案

内

文

さ

。
で

も

ね

、 

こ

ん

な

こ

と

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

に

は

載

っ

て

な

か

っ

 

た

よ

」

 

 
 

 

と

、

正

面

の

富

士

山

を

仰

ぐ

。

 

卓

也

「

富

士

山

て

デ

カ

イ

よ

ね

」

 

修

司

「

あ

ぁ

」

 

卓

也

「

す

っ

ご

く

き

れ

い

だ

よ

ね

」
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修

司

「

あ

ぁ

」

 

嬉

し

そ

う

に

富

士

山

を

眺

め

て

い

る

卓

也

。

 

修

司

「

あ

の

よ

…

…

」

 

卓

也

「

？

」
 

修

司

「

お

ま

え

、

最

近

、

ど

っ

か

行

っ

た

っ

け

？

」

 

卓

也

「

行

か

な

い

よ

。

ど

う

し

て

さ

？

」

 

修

司

「

さ

っ

き

の

観

光

ガ

イ

ド

、

飛

行

機

の

中

で

憶

え

 

た

ん

だ

ろ

」

 

卓

也

「

何

そ

れ

？

」

 

修

司

「

あ

、

い

や

、

何

で

も

な

い

。

さ

、

ど

っ

か

行

っ

 

て

み

よ

う

ぜ

」

 

卓

也
「

わ

か

っ

た

！

 

机

上

の

意

味

が

わ

か

ん

な

か

っ

 

た

ん

で

し

ょ

う

」

 

修

司

「

う

る

せ

ぇ

よ

。

そ

れ

よ

か

ど

っ

か

行

こ

う

ぜ

」 

卓

也
「

き

じ

ょ

う

．

．

．

．

っ

て

の

は

飛

行

機

に

乗

る

こ

と

じ

ゃ

 

な

く

て

、

机

の

上

の

こ

と

な

の

」

 

修

司

「

う

っ

せ

う

っ

せ

う

っ

せ

！

」

 

は

し

ゃ

ぐ

修

司

と

卓

也

。

 

 

○

民

宿

『

湖

畔

荘

』
・

駐

車

場

（

夕

）

 

 
 

 

車

が

止

ま

る

。

 

修

司

の

声

「

疲

れ

た

か

？

」

 

卓

也

の

声

「

平

気

さ

」

 

修

司

の

声

「

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

ろ

、

部

屋

あ

る

か

聞

い

 

て

く

る

か

ら

」

 

 
 

 

運

転

席

の

ド

ア

が

開

き

修

司

が

降

り

て

く

る

。 

 

○

同

・

浴

場

（

夜

）

 

 
 

 

湯

船

に

浸

か

る

修

司

と

卓

也

。

 

卓

也

「

１

年

の

時

の

体

育

祭

、

憶

え

て

る

？

」
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修

司

「
（

憮

然

と

）

憶

え

て

ね

ぇ

よ

…

…

」

 
卓

也

「

修

ち

ゃ

ん

が

リ

レ

ー

の

選

手

で

…

…

」

 

修

司

「

ク

ラ

ス

全

員

で

共

謀

し

て

、

欠

席

し

て

い

た

オ

レ

に

リ

レ

ー

の

選

手

を

押

し

付

け

や

が

っ

た

」

 

卓

也

「

な

ん

だ

、

憶

え

て

ん

じ

ゃ

な

い

」

 

修

司

「

忘

れ

る

わ

け

ね

ぇ

だ

ろ

」

 

卓

也

「

修

ち

ゃ

ん

を

リ

レ

ー

の

選

手

に

推

選

し

た

の

、

実

は

ボ

ク

な

ん

だ

」
 

修

司

「

何

ィ

～

! ! 

お

ま

え

か

? !
」

 

卓

也

「

修

ち

ゃ

ん

、

ゴ

ー

ル

ま

で

あ

と

1
0

ｍ

て

と

こ

で

転

ん

で

…

…

」

 

修

司

「
（

憮

然

と

）

 
 

」

 

卓

也

「
（

笑

い

な

が

ら

）

転

ん

だ

拍

子

に

短

パ

ン

が

半

分

脱

げ

て

、
全

校

生

徒

の

前

で

半

尻

晒

し

ち

ゃ

っ

て

さ

 
 

」

 

修

司

「
（

憮

然

と

）

 
 

」

 

卓

也
「

あ

ん

な

ブ

カ

ブ

カ

な

短

パ

ン

は

い

て

走

る

か

ら

だ

よ

」

 

修

司

「

う

る

せ

ぇ

よ

」

 

卓

也

「

け

ど

さ

、

本

番

は

絶

対

無

断

欠

席

だ

と

思

っ

て

た

の

に

、

よ

く

出

て

き

た

ね

」

 

修

司

「

オ

レ

も

若

か

っ

た

か

ら

な

」

 

卓

也

「

何

そ

れ

？

」

 

修

司

「

税

所

に

脅

さ

れ

た

」

 

卓

也

「

先

生

に

、

何

て

？

」

 

修

司
「

リ

レ

ー

の

選

手

が

揃

わ

ず

不

戦

敗

と

な

っ

た

ら

、

お

ま

え

に

は

そ

の

罰

と

し

て

永

久

日

直

を

や

っ

て

も

ら

う

」

 

卓

也

「

ど

こ

が

脅

し

な

の

さ

？

」

 

修

司

「

毎

日

、

起

立

・

礼

の

号

令

係

だ

ぞ

。

想

像

し

た
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だ

け

で

鳥

肌

が

立

つ

ぜ

」

 
卓

也

「
（

笑

い

）

弱

点

、

見

抜

か

れ

て

る

よ

ね

」

 

 
 

 
楽

し

そ

う

に

話

を

し

て

い

る

修

司

と

卓

也

。

 

 

○

 

同

・

食

堂

（

夜

）

 

 
 

 

食

事

を

し

て

い

る

修

司

と

卓

也

。

 

修

司

「

そ

の

刺

身

、

食

べ

な

い

な

ら

貰

う

ぜ

」

 

卓

也

「

じ

ゃ

あ

、

そ

の

卵

焼

き

頂

戴

」

 

修

司

「

ち

ょ

っ

と

待

て

。

芋

の

煮

っ

転

が

し

で

手

を

打

た

な

い

か

？

」

 

卓

也
「

刺

身

と

芋

じ

ゃ

あ

身

分

が

違

い

す

ぎ

る

で

し

ょ

」 

修

司

「
（

考

え

）

 
 

、

わ

か

っ

た

、

応

じ

よ

う

」

 

お

互

い

が

相

手

の

皿

に

箸

を

伸

ば

す

。

 

素

早

く

二

切

れ

の

卵

焼

き

を

口

に

入

れ

る

卓

 

也

。

 

修

司

「

あ

ー

！

 

一

切

れ

だ

け

で

し

ょ

う

が

」
 

 
 

 

卓

也

「

し

ょ

う

が

な

い

、

こ

の

鶏

の

唐

揚

あ

げ

る

よ

」 

修

司

「

や

り

ぃ

」

 

 
 

 

と

、

卓

也

の

皿

の

鶏

の

唐

揚

を

口

に

入

れ

る

。 

修

司

「

卓

也

は

誰

に

推

薦

さ

れ

た

？

」

 

卓

也

「

な

ん

の

話

？

」

 

修

司

「

一

年

の

リ

レ

ー

の

時

の

話

さ

」

 

卓

也

「

推

薦

じ

ゃ

な

い

よ

、

立

候

補

し

た

ん

だ

」

 

修

司

「
（

驚

き

）

バ

カ

か

、

お

ま

え

は

」

 

卓

也

「

な

ん

で

さ

？

」

 

修

司

「

だ

っ

て

、

お

ま

え

、

脚

、

遅

い

じ

ゃ

ん

」

 

卓

也

「

だ

か

ら

さ

。

一

生

に

一

度

く

ら

い

や

っ

て

み

た

か

っ

た

の

さ

」

 

修

司

「

あ

の

さ

、

卵

焼

き

っ

て

美

味

い

よ

な

？

」

 

卓

也

「

う

ん

」
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修

司

「

オ

レ

も

そ

う

思

う

。

け

ど

な

、

リ

レ

ー

の

選

手

の

気

分

を

味

わ

い

た

い

と

い

う

気

持

ち

は

わ

か

ん

ね

ぇ

な

」

 

卓

也
「

修

ち

ゃ

ん

は

卵

焼

き

よ

り

も

っ

と

美

味

し

い

も

の

を

た

く

さ

ん

知

っ

て

る

ん

だ

よ

」

 

修

司

「

は

ぁ

! ? 

ラ

ー

メ

ン

と

か

か

？

」

 

卓

也

「
（

笑

い

）

そ

う

、

ラ

ー

メ

ン

と

か

い

ろ

い

ろ

な

も

の

を

さ

」

 

修

司
「

お

ま

え

だ

っ

て

ラ

ー

メ

ン

く

ら

い

食

っ

た

こ

と

あ

る

だ

ろ

」

 

卓

也

「

そ

り

ゃ

あ

る

け

ど

…

…

」

 

修

司

「

だ

っ

た

ら

同

じ

じ

ゃ

ね

ぇ

か

」

 

卓

也

「

う

～

ン

、

な

ん

て

言

う

か

な

ぁ

？

」

 

修

司

「

で

も

よ

、

実

は

ラ

ー

メ

ン

よ

か

メ

ン

チ

カ

ツ

の

方

が

美

味

い

と

思

う

ん

だ

よ

な

」

 

卓

也

「

ス

テ

ー

キ

と

か

じ

ゃ

な

い

ん

だ

」

 

修

司

「

そ

り

ゃ

ス

テ

ー

キ

は

美

味

い

け

ど

、

あ

り

ゃ

あ

治

外

法

権

み

た

い

な

も

ん

だ

か

ら

よ

」

 

卓

也

「

治

外

法

権

？

 

そ

れ

ど

う

い

う

意

味

さ

？

」
 

修

司
「

こ

の

世

の

も

の

と

は

思

え

な

い

美

味

さ

っ

て

意

味

よ

。
だ

か

ら

普

段

の

食

い

物

と

比

べ

ち

ゃ

い

け

な

い

の

」

 

卓

也

「

あ

れ

、

な

ん

の

話

し

て

た

ん

だ

っ

け

？

」

 

修

司
「

ラ

ー

メ

ン

よ

り

メ

ン

チ

カ

ツ

の

方

が

美

味

い

っ

て

話

だ

よ

。

ち

ょ

っ

と

だ

け

だ

け

ど

な

」

 

 
 

 

と

、

卵

焼

き

を

口

に

入

れ

る

。

 

修

司

「

お

、

こ

の

卵

焼

き

、

治

外

法

権

的

に

美

味

ぇ

」 

 

○

同

・

修

司

と

卓

也

の

部

屋

（

夜

）

 

布

団

が

敷

か

れ

、

そ

れ

ぞ

れ

の

布

団

の

上

に
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横

に

な

っ

て

い

る

修

司

と

卓

也

。

 

ガ

イ

ド

ブ

ッ

ク

を

見

て

、

 

修

司

「

明

日

は

ど

こ

は

行

く

？

」

 

卓

也

「
（

楽

し

そ

う

に

虚

空

を

見

据

え

）

 
 

」

 

修

司

「

あ

さ

ま

神

社

な

ん

て

ど

う

だ

？

」

 

 
 

 

顔

を

修

司

に

向

け

、

 

卓

也

「

せ

ん

げ

ん

神

社

の

こ

と

？

」

 

修

司
「

そ

う

い

う

神

社

も

あ

る

ん

だ

。
有

名

な

の

か

？

」 

卓

也
「

あ

さ

ま

神

社

と

書

い

て

せ

ん

げ

ん

神

社

と

読

む

 

の

」

 

修

司

「

え

、

そ

う

な

の

？

」

 

達

也

「

明

日

は

ど

こ

行

こ

う

か

？

」

 

修

司

「

あ

さ

ま

、

じ

ゃ

な

か

っ

た

、

そ

の

…

…

浅

間

神

 

 

社

っ

て

と

こ

行

っ

て

み

ね

ぇ

か

？

 
卓

也

が

行

き

 

た

い

と

こ

が

あ

る

な

ら

別

だ

け

ど

、
そ

の

…

…

浅

間

神

社

も

い

い

ん

じ

ゃ

ね

ぇ

か

」

 

卓

也

「

…

…

リ

レ

ー

の

練

習

の

と

き

さ

、

い

ろ

い

ろ

面

 

倒

見

て

く

れ

た

よ

ね

」

 

修

司

「
（

卓

也

を

見

る

）

…

…

」

 

卓

也

「

正

直

、

最

初

は

怖

か

っ

た

よ

。

だ

っ

て

、

修

ち

 

ゃ

ん

、

不

良

だ

っ

た

し

」

 

修

司

「

税

所

が

こ

う

言

っ

た

、

理

由

の

如

何

を

問

わ

ず

 

最

下

位

と

な

っ

た

場

合

も

責

任

を

と

っ

て

も

ら

う

」 

卓

也

「
（

笑

う

）

永

久

日

直

に

負

け

た

ん

だ

」

 

修

司

「

別

に

負

け

ち

ゃ

ね

ぇ

よ

」

 

卓

也

「

み

ん

な

が

帰

っ

て

か

ら

も

、

バ

ト

ン

の

練

習

に

 

付

き

合

っ

て

く

れ

た

」

 

修

司

「

そ

ん

な

こ

と

、

あ

っ

た

な

…

…

」

 

卓

也

「

い

つ

か

ら

か

な

ぁ

っ

て

思

っ

て

さ

、

修

ち

ゃ

ん

 

と

話

す

よ

う

に

な

っ

た

の

」
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修

司

「

結

局

、

オ

レ

が

転

ん

で

ビ

リ

」

 
卓

也
「

永

久

日

直

や

ら

さ

れ

な

く

て

よ

か

っ

た

じ

ゃ

な

 
い

」
 

修

司

「

 
 

明

日

、

ど

こ

行

く

？

」

 

卓

也

「

そ

う

だ

な

、

浅

間

神

社

、

行

っ

て

み

よ

う

か

」 

修

司

「

あ

、

そ

れ

も

い

い

な

。

よ

し

、

じ

ゃ

あ

、

明

日

 

は

浅

間

神

社

に

行

っ

て

み

る

か

」

 

卓

也

「
（

楽

し

そ

う

に

）

そ

う

だ

ね

」

 

 

○

忍

野

村

 

 
 

 

眼

前

に

広

が

る

富

士

の

裾

野

。

 

 
 

 

黒

煙

を

撒

き

散

ら

し

ト

ロ

ト

ロ

と

走

る

車

。

 

卓

也

の

声

「

あ

の

体

育

祭

が

一

番

の

想

い

出

な

ん

だ

、

二

年

間

の

高

校

生

活

で

…

…

」

 

修

司

の

声

「

な

ん

で

オ

レ

を

推

薦

し

た

？

」
 

卓

也

の

声

「

え

? !
」

 

修

司

の

声
「

卓

也

が

推

薦

し

た

ん

だ

ろ

？

 

オ

レ

を

リ

レ

ー

の

選

手

に

」

 

卓

也

の

声

「

そ

う

、

修

ち

ゃ

ん

を

推

薦

し

た

の

は

ボ

ク

さ

」

 

修

司

「

な

ぜ

推

選

し

た

ん

だ

？

」

 

卓

也

「

何

故

か

な

？

 

何

故

な

ん

だ

ろ

う

」

 

 

○

忍

野

八

海

・

湧

池

 

 
 

 

池

脇

の

際

に

立

つ

樹

を

背

に

立

つ

卓

也

。

 

ス

マ

ホ

で

卓

也

の

写

真

を

撮

る

修

司

。

 

 
 

 

そ

の

携

帯

電

話

を

受

け

取

り

、
今

度

は

修

司

の

 

写

真

を

撮

る

卓

也

。

 

卓

也

、

観

光

客

の

一

人

に

声

を

掛

け

る

。

 

卓

也

「

す

み

ま

せ

ん

。

撮

っ

て

い

た

だ

け

ま

せ

ん

か

」 



 39 

観

光

客

「

い

い

で

す

よ

」

 

 
 

 

と

、

ス

マ

ホ

を

受

け

取

る

。

 

 
 

 
並

ぶ

修

司

と

卓

也

の

写

真

を

撮

る

観

光

客

。

 

卓

也

「
（

ス

マ

ホ

を

受

け

取

り

）

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

 

ま

し

た

」
 

修

司

「

電

源

切

っ

と

け

よ

」

 

卓

也

「

何

で

？

」
 

修

司

「

修

学

旅

行

の

邪

魔

さ

れ

た

く

な

い

か

ら

な

」

 

卓

也

「

そ

う

か

…

…

」

 

 
 

 

と

、

携

帯

電

話

の

電

源

を

切

る

。

 

卓

也

「

ボ

ク

が

い

な

く

な

っ

て

、

病

院

、

大

騒

ぎ

だ

ろ

 

う

ね

」

 

修

司

「

…

…

」

 

卓

也

「

母

さ

ん

、

心

配

し

て

る

か

な

？

」
 

修

司

「
（

話

題

を

変

え

る

よ

う

に

）

そ

れ

よ

か

よ

、

何

 

で

オ

レ

を

リ

レ

ー

選

手

に

推

薦

し

た

ん

だ

よ

？

」

 

卓

也

「

何

故

か

な

？

」

 

修

司

「

嫌

が

ら

せ

か

？

」

 

卓

也

「

そ

ん

な

ん

じ

ゃ

な

い

よ

」

 

修

司

「

じ

ゃ

あ

何

故

？

」

 

卓

也

「

わ

か

ら

な

い

…

…

。

運

命

か

な

」

 

修

司

「

運

命

？

」

 

卓

也

「

多

分

、

神

様

が

仕

向

け

た

の

さ

」

 

修

司

「

何

の

た

め

に

？

」

 

卓

也

「

き

っ

と

、

今

、

こ

の

時

の

た

め

に

さ

」

 

修

司

「

…

…

」

 

 

○

北

口

本

宮

冨

士

浅

間

神

社

・

鳥

居

 

 
 

 

鳥

居

を

見

上

げ

な

が

ら

拝

殿

に

向

か

う

修

司

 

と

卓

也

。
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○

同

・

拝

殿

 

 
 

 

賽

銭

箱

に

小

銭

を

投

げ

入

れ

、
並

ん

で

拝

む

修

 

司

と

卓

也

。

 

修

司

「
（

薄

目

を

開

け

卓

也

を

窺

う

）

 
 

」

 

卓

也

「
（

拝

ん

で

い

る

）

 
 

」

 

 
 

 

修

司

、
卓

也

に

気

付

か

れ

な

い

よ

う

に

ポ

ケ

ッ

 

ト

か

ら

一

万

円

札

を

取

り

出

し

賽

銭

箱

に

投

 

げ

入

れ

、

再

び

拝

む

。

 

卓

也

「
（

拝

み

終

わ

り

修

司

を

見

る

）

 
 

」

 

 
 

 

拝

ん

で

い

る

修

司

。
 

修

司

「
（

拝

み

終

わ

り

）

よ

し

」
 

卓

也

「

随

分

長

い

ね

。

何

を

お

願

い

し

た

の

さ

？

」

 

修

司

「

な

ん

で

も

ね

ぇ

よ

。

さ

、

次

ど

こ

行

く

？

」

 

 

○

富

士

急

ハ

イ

ラ

ン

ド

 

 
 

 

シ

ャ

イ

ニ

ン

グ

・

フ

ラ

ワ

ー

（

大

観

覧

車

）

に

 

乗

り

込

む

修

司

と

卓

也

。

 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

シ

ャ

イ

ニ

ン

グ

・

フ

ラ

ワ

ー

が

回

っ

て

い

る

。 

そ

の

前

の

通

路

を

ア

イ

ス

ク

リ

ー

ム

を

食

べ

 

な

が

ら

歩

く

修

司

と

卓

也

。

 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

 

通

路

か

ら

、

急

降

下

し

て

き

た

F
U

J
I

Y
A

M
A

 

（

コ

ー

ス

タ

ー

）
を

嬉

し

そ

う

に

指

差

す

修

司

。 

嫌

が

る

卓

也

。

 

 
 

 
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

×
 

 
 

 
F

U
J

I
Y

A
M

A

の

出

口

か

ら

出

て

く

る

修

司

と

 

卓

也

。

 

辟

易

と

し

た

表

情

の

修

司

と

歓

喜

の

表

情

の

 

卓

也

。
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×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

通

路

か

ら

垂

直

落

下

し

て

く

る

レ

ッ

ド

・

タ

ワ

 

ー

を

嬉

し

そ

う

に

指

さ

す

卓

也

。

 
首

を

横

に

振

る

修

司

。

 

 
 

 
 

○

河

口

湖

・

湖

畔

（

夕

）

 

 
 

 

夕

陽

に

染

ま

る

富

士

山

。

 

 

○

ペ

ン

シ

ョ

ン

『

ヴ

ィ

レ

ッ

ジ

』
・

駐

車

場

（

夕

）

 

 
 

 

駐

車

場

に

止

ま

っ

て

い

る

車

。

 

 

○

同

・

表

（

朝

）

 

 
 

 

玄

関

か

ら

出

て

来

た

修

司

と

卓

也

、

 

 
 

 

立

ち

止

ま

り

眼

前

の

富

士

山

を

仰

ぐ

。

 

 
 

 

二

人

の

眼

前

に

聳

え

る

朝

日

に

輝

く

富

士

山

 

 
 

 

を

 
 

。

 

 

○

湖

面

を

走

る

遊

覧

船

・

デ

ッ

キ

 

 
 

 

大

勢

の

観

光

客

に

混

じ

り

修

司

と

卓

也

の

姿
 

も

あ

る

。

 

 

○

富

士

ス

バ

ル

ラ

イ

ン

・

料

金

所

 

 
 

 

車

止

ま

り

、

運

転

席

の

修

司

が

料

金

を

払

う

。 

 

○

富

士

ス

バ

ル

ラ

イ

ン

を

走

る

車

の

中

 

卓

也

「

わ

ぁ

お

！

 

今

ボ

ク

達

、

富

士

山

に

登

っ

て

る

 

ん

だ

よ

。

本

物

の

富

士

山

に

登

っ

て

る

ん

だ

よ

」

 

修

司

「

ガ

イ

ド

は

な

し

か

よ

？

」

 

 

○

富

士

ス

バ

ル

ラ

イ

ン

 



 42 

 
 

 

黒

煙

を

撒

き

散

ら

し

ト

ロ

ト

ロ

と

走

る

車

。

 
卓

也

の

声

「
（

観

光

ガ

イ

ド

風

に

）

富

士

ス

バ

ル

ラ

イ

 
ン

は

河

口

湖

か

ら

標

高

２

３

０

５

メ

ー

ト

ル

の

富

 

士

山

の

五

合

目

ま

で

を

結

ぶ

全

長

約

3
0

キ

ロ

の

有

 

料

道

路

で

ご

ざ

い

ま

す

。

途

中

、

樹

海

や

溶

岩

帯

を

 

縫

っ

て

走

る

こ

の

ル

ー

ト

は

日

本

一

の

山

岳

ド

ラ

 

イ

ブ

コ

ー

ス

と

い

え

ま

し

ょ

う

。
ま

た

五

合

目

か

ら

 

の

南

ア

ル

プ

ス

の

山

々

や

駿

河

湾

の

眺

望

も

…

…

、 

う

～

、

楽

し

み

! !
」

 

 

○

同

・

五

合

目

・

展

望

台

 

 
 

 

景

色

を

眺

め

る

修

司

と

卓

也

、

 

い

つ

ま

で

も

 
 

。

 

 

○

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

レ

ス

ト

ラ

ン

 

 
 

 

屋

外

の

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

台

で

ふ

ざ

け

な

が

ら

 

 
 

 

食

べ

る

修

司

と

卓

也

。

 

 

○

土

産

物

屋

・

中

 

 
 

 

土

産

物

を

物

色

し

て

い

る

修

司

と

卓

也

。

 

 

○

精

進

湖

・

パ

ノ

ラ

マ

台

 

 
 

 

景

色

を

眺

め

る

修

司

と

卓

也

。

 

修

司

「

ど

う

し

た

、

顔

色

良

く

ね

ぇ

ぞ

」

 

卓

也

「

少

し

疲

れ

た

か

な

」

 

修

司

「

お

か

し

い

の

か

？

」

 

卓

也

「

疲

れ

た

だ

け

だ

っ

て

」

 

修

司

「

 
 

」

 

 

○

ペ

ン

シ

ョ

ン

『

ホ

ル

ン

』
・

表

（

夕

）
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○

同

・

食

堂

（

夜

）

 

 
 

 

食

事

を

し

て

い

る

修

司

と

卓

也

。

 

修

司

「

明

日

は

ど

う

す

る

？

」

 

卓

也

「
（

ナ

イ

フ

・

フ

ォ

ー

ク

を

置

き

）

 
 

」

 

修

司

「

ど

う

し

た

ん

だ

よ

？

」

 

卓

也

「

そ

ん

な

に

減

っ

て

な

い

ん

だ

。

ほ

ら

、

バ

ー

ベ

 

キ

ュ

ー

食

べ

た

だ

ろ

、

だ

か

ら

…

…

」

 

修

司

「

体

、

お

か

し

い

の

か

？

」

 

卓

也

「

…

…

」

 

修

司

「

病

院

へ

行

く

か

？

」
 

卓

也

「

別

に

何

と

も

な

い

よ

」
 

修

司

「

…

…

」

 

卓

也

「

わ

る

い

け

ど

、

先

に

寝

る

よ

」
 

 
 

 

と

、

席

を

立

つ

。

 

修

司

「

待

て

よ

、

オ

レ

も

行

く

」

 

 
 

 

残

り

の

料

理

を

頬

張

り

、

慌

て

て

席

を

立

つ

。 

 

○

同

・

修

司

た

ち

の

部

屋

（

夜

）

 

 
 

 

ベ

ッ

ド

に

横

に

な

る

卓

也

。

 

 
 

 

自

分

の

ベ

ッ

ド

に

腰

掛

け

る

修

司

。

 

卓

也

「

母

さ

ん

、

心

配

し

て

る

か

な

？

」

 

修

司

「

…

…

」

 

卓

也

「

も

う

バ

レ

て

る

よ

ね

、

ボ

ク

と

修

ち

ゃ

ん

が

一

 

緒

だ

っ

て

こ

と

」

 

修

司

「

そ

ん

な

こ

と

よ

り

、

明

日

は

ど

う

す

る

よ

？

」 

卓

也

「

天

国

っ

て

さ

、

空

の

高

い

と

こ

ろ

に

あ

っ

て

、 

だ

か

ら

日

本

で

一

番

天

国

に

近

い

と

こ

ろ

は

富

士

 

山

だ

と

思

う

ん

だ

。
地

獄

は

ど

こ

に

あ

る

の

か

知

ら

 

な

い

け

ど

、

ボ

ク

は

天

国

へ

行

き

た

い

な

」

 

修

司

「

何

言

っ

て

ん

だ

よ

、

急

に

」
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卓

也

「

こ

ん

な

に

近

く

で

富

士

山

を

見

た

し

、

登

っ

た

 

こ

と

だ

っ

て

あ

る

ん

だ

。
こ

れ

で

ボ

ク

が

日

本

人

だ

 
っ

て

わ

か

っ

て

も

ら

え

る

よ

ね

」

 

修

司

「

わ

か

っ

て

も

ら

え

る

っ

て

、

誰

に

？

」

 

卓

也

「

閻

魔

様

さ

」

 

修

司

「

や

め

よ

う

ぜ

、

こ

ん

な

話

」

 

卓

也

「

大

人

に

な

る

っ

て

の

も

、

と

う

と

う

わ

か

ら

ず

 

じ

ま

い

だ

な

」

 

修

司

「

大

人

に

な

れ

ば

わ

か

る

じ

ゃ

ね

ぇ

か

」

 

卓

也

「

修

ち

ゃ

ん

は

な

れ

て

も

、

ボ

ク

は

な

れ

な

い

」 

修

司

「

何

言

っ

て

ん

だ

よ

、

さ

っ

き

か

ら

。

そ

ん

な

こ

 

と

よ

り

、

明

日

行

く

と

こ

ろ

を
 

 

」

 

卓

也

「

帰

ろ

う

」

 

修

司

「

…

…

」

 

卓

也

「

帰

ろ

う

」

 

修

司

「

ま

だ

見

て

な

い

と

こ

ろ

も

沢

山

あ

る

ん

だ

ぜ

。 

金

だ

っ

て

ま

だ

あ

る

し

。

そ

う

だ

、

風

穴

行

っ

て

み

 

ね

ぇ

か

？

 

帰

り

に

よ

、
伊

豆

の

方

へ

も

周

っ

て

み

 

よ

う

ぜ

」

 

卓

也

「

人

間

て

さ

、

生

ま

れ

て

か

ら

死

ぬ

ま

で

階

段

を

 

上

っ

て

い

る

ん

だ

よ

、

き

っ

と

」

 

修

司

「

何

の

話

だ

よ

」

 

卓

也

「

赤

ち

ゃ

ん

か

ら

こ

ど

も

に

な

っ

て

、

少

し

ず

つ

 

大

人

に

な

っ

て

、

年

寄

に

な

っ

て

、

そ

の

階

段

は

天

 

に

上

る

階

段

に

続

い

て

い

る

ん

だ

」

 

修

司

「

…

…

」

 

卓

也

「

ボ

ク

は

大

人

に

な

る

前

に

、

天

へ

上

る

階

段

を

 

 

上

る

…

…

」

 

修

司

「

…

…

」

 

卓

也

「

修

学

旅

行

っ

て

、

こ

ど

も

が

終

わ

る

最

後

の

旅
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行

な

ん

だ

よ

。
こ

の

旅

行

が

終

わ

れ

ば

あ

と

は

卒

業

 

式

さ

」

 

修

司

「

…

…

」

 

卓

也

「

今

日

ね

、

母

さ

ん

に

お

土

産

を

買

っ

た

ん

だ

」 

修

司

「

…

…

」
 

卓

也
「

修

学

旅

行

に

行

っ

て

き

た

っ

て

報

告

し

な

き

ゃ

」 

修

司

「

寝

る

ぜ

」
 

 
 

 

修

司

、

卓

也

に

背

を

向

け

ベ

ッ

ド

に

入

る

。

 

 
 

 

間

 
 

。

 

卓

也

「

ご

め

ん

、

修

ち

ゃ

ん

」

 

 

○

走

る

車

の

中

 

 
 

 

助

手

席

で

激

し

く

早

い

呼

吸

を

繰

り

返

す

苦

 

し

そ

う

な

卓

也

。

 

運

転

す

る

修

司

。

 

修

司

「
（

オ

ロ

オ

ロ

と

）

ま

、

待

っ

て

ろ

、

今

、

病

院

 

に

連

れ

て

っ

て

や

る

か

ら

」

 

卓

也
「

帰

ろ

う

…

…

。
修

ち

ゃ

ん

、
か

、
帰

ろ

う

…

…

」

 

修

司

「
（

半

ベ

ソ

）

ン

な

こ

と

言

っ

た

っ

て

よ

…

…

」
 

卓

也

「

し

ゅ

、

修

学

旅

行

は

…

…

ま

だ

…

…

終

わ

っ

 

 

て

…

…

な

い

よ

…

…

」

 

修

司

「

病

院

へ

行

か

な

き

ゃ

 
 

」

 

卓

也

「

ナ

ビ

の

言

う

通

り

…

に

走

る

…

ん

だ

ろ

」

 

 
 

 

苦

痛

に

悶

絶

す

る

卓

也

。

 

修

司

「

卓

也

！

」

 

 

○

高

速

道

路

 

 
 

 

黒

煙

を

吐

き

ト

ロ

ト

ロ

と

走

る

車

。

 

 

○

走

る

車

の

中
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運

転

す

る

修

司

。

 

 
 

 

助

手

席

で

グ

ッ

タ

リ

し

て

い

る

卓

也

。

 

修

司

「
（

呟

く

）

走

れ

、

走

れ

よ

、

ラ

ス

タ

ウ

ル

フ

」

 

卓

也

「
（

う

わ

言

）

か

…

母

さ

ん

…

…

」

 

修

司

「

今

連

れ

て

っ

て

や

る

、

今

連

れ

て

っ

て

や

る

か

 

ら

。

も

う

少

し

の

辛

抱

だ

か

ら

…

…

」

 

卓

也

「

し

ゅ

…

修

ち

ゃ

ん

…

…

」

 

修

司

「

卓

也

」

 

卓

也

「

修

ち

ゃ

ん

…

…

」
 

修

司

「

オ

レ

が

わ

か

る

か

？

」

 

卓

也

「

あ

た

り

…

ま

え

…

じ

ゃ

な

い

…

…

」

 

修

司
「

も

う

少

し

だ

。
も

う

少

し

で

家

に

着

く

か

ら

な

」 

卓

也

「

修

ち

ゃ

…

ん

を

、

リ

…

リ

レ

ー

の

選

手

に

…

…

 

推

薦

し

た

の

は

…

…

」

 

修

司

「

卓

也

…

…

」

 

卓

也

「
（

昏

睡

状

態

）

 
 

」

 

修

司

「

卓

也

！

」

 

卓

也

「
（

う

わ

言

）

修

…

ち

ゃ

ん

…

…

」

 

修

司

「
（

泣

き

な

が

ら

）

オ

レ

の

せ

い

だ

、

全

部

オ

レ
 

の

責

任

だ

。

ど

ん

な

罰

で

も

受

け

る

か

ら

よ

、

元

気

 

に

な

っ

て

く

れ

よ

。

な

、

頼

む

よ

、

卓

也

」

 

卓

也

「
（

う

わ

言

）

楽

し

…

か

っ

た

…

ね

…

…

」

 

修

司

「

卓

也

…

…

」

 

卓

也

「
（

言

葉

に

な

ら

な

い

）

…

…

」

 

修

司

「

卓

也

！

 

卓

也

卓

也

卓

也

! !
」

 

 
 

 

涙

を

拭

う

修

司

。

 

○

北

部

医

大

病

院

・

表

（

夜

）

 

 

○

同

・

駐

車

場

（

夜

）

 

 
 

 

止

ま

っ

て

い

る

車

。
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○

同

・

集

中

治

療

室

（

夜

）

 

 
 

 

ベ

ッ

ド

脇

に

は

心

電

図

計

等

の

救

命

装

置

が

 

置

か

れ

心

拍

数

等

を

刻

ん

で

い

る

。

 
ベ

ッ

ド

で

寝

て

い

る

卓

也

。

酸

素

マ

ス

ク

を

 

 
 

 

付

け

ら

れ

 
 

。

 

 
 

 

傍

ら

に

立

ち

卓

也

を

見

て

い

る

礼

子

。

 

 

○

同

・

集

中

治

療

室

前

の

廊

下

（

夜

）

 

 
 

 

イ

ス

に

座

り

頭

を

垂

れ

て

い

る

修

司

。

 

 
 

 

病

室

か

ら

礼

子

が

出

て

く

る

。

 

 
 

 

修

司

、

礼

子

を

見

上

げ

、

 

 
 

 
 

 

通

路

で

脚

を

正

し

土

下

座

す

る

。

 

修

司

「
（

背

中

が

小

刻

み

に

震

え

て

い

る

）

オ

レ

…

 

 

…

」

 

 
 

 

礼

子

、

し

ゃ

が

ん

で

修

司

の

上

体

を

起

こ

す

。 

修

司

「
（

泣

い

て

い

る

）

 
 

」

 

礼

子

「
（

涙

を

流

し

、

し

か

し

微

笑

み

）

卓

也

ね

、

お

 

み

や

げ

を

買

っ

て

き

て

く

れ

た

の

。
修

学

旅

行

の

お

 

み

や

げ

だ

よ

っ

て

」

 

修

司

「

…

…

」

 

礼

子

「

楽

し

か

っ

た

っ

て

」

 

修

司

「

…

…

」

 

礼

子

「

あ

り

が

と

う

、

あ

り

が

と

う

、

修

ち

ゃ

ん

」

 

 

○

同

・

集

中

治

療

室

（

夜

）

 

 
 

 

寝

て

い

る

卓

也

を

見

て

い

る

修

司

。

 

 

○

同

・

ロ

ビ

ー

（

夜

）

 

 
 

 

（

表

か

ら

）

駆

け

込

ん

で

く

る

税

所

。
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○

同

・

駐

車

場

（

夜

）

 

 
 

 

止

ま

っ

て

い

る

車

。
助

手

席

の

ド

ア

が

取

り

外

 

さ

れ

て

い

る

。

 

 

○

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

ト

ア

・

表

（

夜

）

 

 
 

 

『

山

城

卓

也

』

の

サ

イ

ン

の

あ

る

車

の

ド

ア

を

 

背

負

っ

た

修

司

が

コ

ン

ビ

ニ

の

レ

ジ

袋

を

手

 

に

店

内

か

ら

出

て

く

る

。

 

周

囲

の

奇

異

の

目

。

 

 

○

北

部

医

大

病

院

・

ロ

ビ

ー

（

夜

）

 

 
 

 

（

病

室

か

ら

）

受

付

に

走

り

来

る

税

所

。

 

税

所

「

す

い

ま

せ

ん

。

あ

の

、

髪

を

染

め

た

、

背

丈

が

 

こ

れ

位

の

少

年

で

…

…

」

 

受

付

嬢

②

「

あ

ら

、

さ

っ

き

の

子

か

し

ら

」
 

税

所

「

ど

っ

ち

へ

行

っ

た

か

わ

か

り

ま

す

か

？

」

 

受

付

嬢

②
「

こ

の

近

く

で

一

番

空

に

近

い

場

所

は

ど

こ

 

か

っ

て

？

」

 

税

所

「

空

に

近

い

場

所

? !
」

 

受

付

嬢

②

「

え

え

、

そ

う

訊

か

れ

た

の

で

、

高

い

場

所

 

な

ら

こ

の

病

院

の

裏

の

八

幡

神

社

じ

ゃ

な

い

か

し

 

ら

っ

て

教

え

た

ん

で

す

け

ど

」

 

 

○

八

幡

神

社

・

境

内

に

続

く

階

段

（

夜

）

 

 
 

 

百

数

十

段

も

真

っ

直

ぐ

に

続

く

細

く

急

な

石

 

 
 

 

段

。

 

 
 

 

そ

の

下

に

立

ち

階

段

を

見

上

げ

て

い

る

修

司

。 
 

 
 

 

『

山

城

卓

也

』

の

サ

イ

ン

の

あ

る

ド

ア

を

背

負

 

い

、
手

に

は

コ

ン

ビ

ニ

の

買

い

物

袋

を

下

げ

て

 

い

る

。
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階

段

を

昇

り

始

め

る

修

司

 
 

。

 

 

○

同

・

境

内

（

夜

）

 

 
 

 
頭

上

に

瞬

く

星

々

。

 
眼

下

に

広

が

る

街

の

灯

。

 

 
 

 

樹

に

立

て

掛

け

た

『

山

城

卓

也

』

の

サ

イ

ン

の

 

あ

る

ド

ア

。
 

 
 

 

そ

の

脇

に

座

る

修

司

。

 

 
 

 

買

い

物

袋

か

ら

缶

ビ

ー

ル

を

取

り

出

し

栓

を

開

け

、

ド

ア

の

前

に

置

く

。

 

 
 

 

別

の

缶

ビ

ー

ル

を

取

り

出

し

栓

を

開

け

る

。

 

修

司

「

さ

、

飲

も

う

ぜ

」

 

 
 

 

と

、

一

気

に

ビ

ー

ル

を

呷

る

。
 

修

司

「

こ

れ

が

大

人

の

味

だ

」

 

 
 

 

天

空

を

見

上

げ

、

 

修

司

「

観

覧

車

か

ら

見

た

富

士

山

、

き

れ

い

だ

っ

た

よ

 

な

」

 

 
 

 

修

司

、

缶

ビ

ー

ル

を

呷

る

。

 

修

司
「

河

口

湖

で

遊

覧

船

か

ら

見

た

富

士

山

も

ス

ッ

ゲ
 

ー

き

れ

い

だ

っ

た

よ

な

」

 

 
 

 

修

司

、

缶

ビ

ー

ル

を

呷

る

。

 

修

司

「

オ

レ

さ

、

あ

ん

な

美

味

い

バ

ー

ベ

キ

ュ

ー

、

始

め

て

食

っ

た

。

治

外

法

権

の

美

味

さ

だ

っ

た

。

卵

焼

き

 

よ

り

、

ラ

ー

メ

ン

よ

り

美

味

か

っ

た

…

…

」

 

 
 

 

修

司

の

頬

を

伝

う

一

筋

の

涙

。

 

修

司

「

富

士

山

に

登

っ

た

こ

と

、

忘

れ

る

な

よ

」

 

 
 

 

涙

を

拭

う

。

 

修

司

「

オ

レ

の

こ

と

、

絶

対

に

忘

れ

る

な

よ

」

 

 
 

 

修

司

の

横

に

立

つ

税

所

。

 

修

司

「
（

税

所

を

見

て

）

…

…

」
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税

所

、

修

司

の

前

に

座

り

、

 

 
 

 
 

 

買

い

物

袋

か

ら

缶

ビ

ー

ル

を

取

り

出

し

、 

栓

を

開

け

る

。

 

 
 

 
ビ

ー

ル

を

呷

る

税

所

。

 

修

司

「

ビ

ー

ル

っ

て

大

人

の

味

か

な

？

」

 

税

所

「

…

…

そ

う

だ

な

」

 

修

司

「

よ

か

っ

た

」
 

税

所

「

…

…

」

 

 
 

 

夜

空

を

見

上

げ

、
 

修

司

「

な

ぁ

、

ど

う

す

れ

ば

天

国

へ

行

け

る

？

」

 

税

所

「

…

…

」

 

修

司

「

一

生

懸

命

生

き

れ

ば

…

…

、

死

ん

で

か

ら

天

国

 

へ

行

け

る

か

な

？

」

 

税

所

「

…

…

」

 

修

司

「

天

国

へ

行

け

ば

ま

た

卓

也

と

会

え

る

か

な

？

」 

税

所

「

…

…

」

 

修

司

「

今

度

生

ま

れ

て

く

る

と

き

も

、

ま

た

卓

也

と

友

 

達

に

な

れ

る

か

な

？

」

 

税

所

「

…

…

」

 

修

司

「

ま

た

友

達

に

な

っ

て

、

そ

し

て

も

う

一

度

二

人

 

で

富

士

山

へ

行

け

る

か

な

？

」

 

税

所

「

あ

ぁ

、

行

け

る

と

も

」

 

 
 

 

缶

ビ

ー

ル

を

呷

り

、

 

税

所

「

そ

し

た

ら

俺

は

ま

た

、

お

ま

え

た

ち

の

先

生

に

 

な

ろ

う

…

…

」

 

 
 

 

夜

空

を

見

上

げ

る

修

司

と

税

所

、
い

つ

ま

で

も

 

 
 

。

 

 

○

北

部

医

大

病

院

・

駐

車

場

（

夜

）

 

 
 

 

止

ま

っ

て

い

る

助

手

席

の

ド

ア

の

な

い

車

。
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そ

の

助

手

席

に

ぼ

ん

や

り

と

現

わ

れ

る

人

間

 

の

形

を

し

た

白

い

発

光

体

。

 

 
 

 
白

い

発

光

体

が

助

手

席

か

ら

降

り

立

つ

。

 

 

○

八

幡

神

社

・

境

内

に

続

く

階

段

（

夜

）

 

 
 

 

階

段

の

下

に

立

つ

白

い

発

光

体

が

、

 

 
 

 

ゆ

っ

く

り

と

滑

る

よ

う

に

階

段

を

上

り

始

め

 

る

。

 

 
 

 

す

る

と

階

段

の

最

上

段

か

ら

遥

か

天

空

に

向

 

か

い

ど

こ

ま

で

も

続

く

鈍

く

光

る

階

段

が

現

 

わ

れ

る

。

 

 
 

 

遥

か

天

空

に

向

か

い

階

段

を

上

っ

て

い

く

白

 

い

発

光

体

 
 

。

 

 
 

 

や

が

て

白

い

発

光

体

は

満

天

に

輝

く

星

々

と

 

同

化

し

、

キ

ラ

リ

ッ

と

輝

く

。

 

 

○

仲

神

家

・

修

司

の

部

屋

（

朝

）

 

 
 

 

レ

ー

ス

の

カ

ー

テ

ン

越

し

に

射

し

込

む

陽

光

。 

寝

起

き

の

ま

ま

の

乱

れ

た

ベ

ッ

ド

。

 

 
 

 

雑

然

と

本

が

散

乱

し

て

い

る

勉

強

机

。

 

ベ

ッ

ド

と

机

の

上

以

外

は

整

然

と

し

て

い

る

。 

 
 

 

階

下

よ

り

聞

こ

え

て

く

る

仲

神

修

司

(
2

0
)

と

 

母

親

(
4

5
)

の

会

話

。

 

修

司

の

声

「

ご

馳

走

さ

ん

。

行

っ

て

く

る

」

 

母

親

の

声

「

あ

、

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

」

 

修

司

の

声

「

な

ん

だ

よ

」

 

母

親

の

声
「

私

の

ケ

ー

タ

イ

番

号

の

バ

バ

ア

登

録

を

今

 

日

中

に

変

え

る

こ

と

」

 

修

司

の

声

「

何

で

よ

？

」

 

母

親

の

声

「

何

で

よ

? ! 

あ

ん

た

、

な

か

な

か

い

い

度

 



 52 

胸

し

て

る

わ

ね

」

 
修

司

の

声

「

わ

か

っ

た

よ

。

ク

ソ

バ

バ

ア

に

変

え

と

く

 

 

わ

。

い

っ

て

き

ま

す

」

 

母

親

の

声

「

こ

ら

待

て

！

 

も

う

…

…

、

気

を

付

け

て

 

息

な

さ

い

よ

」

 

バ

タ

ン

と

玄

関

の

ド

ア

が

閉

ま

る

音

。

 

 
 

 

窓

外

か

ら

の

風

に

緩

や

か

に

な

び

く

レ

ー

ス

 

の

カ

ー

テ

ン

。
 

 
 

 

画

面

、

ゆ

っ

く

り

と

移

動

し

、

部

屋

の

隅

に

立

 

て

掛

け

て

あ

る

『

山

城

卓

也

』

の

サ

イ

ン

の

あ

 

る

車

の

ド

ア

を

捉

え

る

。

 

画

面

、
更

に

雑

然

と

し

た

机

の

上

に

移

動

し

て

 

い

く

。

 

数

冊

の

参

考

書

が

積

ま

れ

、
開

い

た

ま

ま

の

マ

 

ー

カ

ー

の

引

か

れ

た

参

考

書

の

脇

に

ビ

ッ

シ

 

リ

と

数

式

の

書

き

込

ま

れ

た

ノ

ー

ト

が

開

い

 

た

ま

ま

に

な

っ

て

い

る

。

 

そ

の

奥

に

あ

る

フ

ォ

ト

ス

タ

ン

ド

を

。

 

画

面

、
フ

ォ

ト

・

ス

タ

ン

ト

に

寄

っ

て

い

く

。
 

フ

ォ

ト

・

ス

タ

ン

ド

に

は

湧

池

で

観

光

客

に

ス

 

マ

ホ

で

撮

っ

て

も

ら

っ

た

修

司

と

卓

也

の

写

 

真

が

飾

ら

れ

て

い

る

。

 

    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

了

 


